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全国愛鳥教育指導者交流会よ↓ノ

本年度愛鳥週間の“第46回全国野鳥保護のつど

い”は、神奈川県の秦野市で開催されました。大

会で特に目をひいたのは、第1日目のプログラム

に、恒例の“愛鳥シンポジウム”に加えて、“全

国愛鳥教育指導者交流会”が載っていることでし

たが、その経緯については前号でお知らせした通

りです。

会の詳細については別項に譲ることとして、こ

こでは愛鳥教育の事例を発表された方々と、その

骨子を紹介して、その労をねぎらい申し上げると

同時に、深甚な謝意を表したいと存じます。

◇まず、神戸市総合教育センターの藤池安代氏

は、単元“こんにちは、ツバメさん”“つばめさ

んといっしょ”の実践を通してというテーマで、

今年から発足した低学年の新教科“生活科”の指

導にあたりも環境教育の視点から、ツバメを素材

とした生活科と、総合学習（3年）単元の開発を

行った経過について発表された。見近な野烏の代

表であるツバメを教材化して、足元の自然（野

性）に目を向けさせ、そこから人と自然とのかか

わり方を学ばせていくシステムを作り上げていっ

たが、指導過程において見られた子供の姿や、問

題点などについて、具体例をもとに、詳細に発表

された。

◇東京都五日市町立戸倉小学校長梅本登氏

は、「年間指導計画（特設“はばたきの時間”）

での愛鳥活動の取り組み」と題して、20年間にわ

たる愛鳥モデル校の運営について、校長の学校経

営という立場から述べられた。同校では、毎年教

育目標を具体化するにあたり、愛鳥活動を教育課

程に位置づけて年間指導計画を作成し、野鳥の観

察を中心とした自然体験学習を推進してきた。特

にゆとりの時間（学校自由裁量の時間）としての

“はばたきの時間”と、野鳥保護委員会の活動に

ついて、具体的に説明された。

-3－

会長江袋島吉

◇神奈川県秦野市立南が丘小学校の新津亨氏は

“全校で取り組む愛鳥活動”という題で、同校の

特色ある活動について発表された。8年間に及ぶ

愛鳥モデル校としての活動のなかで、特に全校で

取り組む愛鳥発表会と、隣接する立野緑地（神奈

川探鳥地50選）で、継続的に行われている昼休

み探鳥会を中心に、各種の活動について発表され

たが、恵まれた環境を利用した、文字通りの全校

的な活動には傾聴すべきものがあった。

◇神奈川県湘南工科大学付属高校の苗川博史氏

は、「高校“生物”の中でのツバメ類を使った学

習の取り組み」について発表された。氏は同校で

ただ一人の生物担当教諭ですが、少数の選択生物

受講生に対し、生態の指導の際に行った新しい試

みについて発表された。従来、高校の“生物”の

指導は、飼育動物によって行われてきたが、氏は

他に一歩先んじて身近な野性生物であるツバメ類

を教材として取り上げ、その生態を学ぶ指導過程

を発表された。野性生物を教材としたことは、こ

の分野では画期的なことであり、1994年度から実

施される新指導要領の“課題研究”の分野におい

て、効果的な指導であると考えられる。

以上が事例の発表者及び内容の要旨ですが、会

は引き続いて質疑応答、意見交換に移りました。

主な問題点は次の通りです。

・愛鳥モデル校当初に、教師の意欲を高める方法

・教育課程に位置づけを図る上での留意点

・1．2年の新教科“生活科”の効果的な指導法

・行政、モデル校一体のネットワークづくり。

なお、遠くは北海道・熊本・大分・富山を初

め、約1Ⅱ名が参加。最初の試みとしては大成功と

言ってよく、改めて関係者各位にお礼を申し上げ

ます。
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『鳥からの出発（愛鳥教育強化事業報告書）」

昨年5月、神奈川県秦野市で行われました第46

回愛鳥週間「全国野鳥保護のつどい」の行事の一

つとして、「愛鳥教育全国指導者交流会」が行わ

れました。概要は会長が巻頭言で触れていたとお

りですが、神奈川県（神奈川県愛鳥教育検討会）

による詳細な報告書「鳥からの出発（愛鳥教育強

化事業理報告書）」が取りまとめられましたの

で、ご紹介いたします。

この報告書は、「全国野鳥保護のつどい」の行

事として行われた「神奈川県環境教育研究発表

会」「国際環境教育シンポジウム」「全国愛鳥教

育指導者交流会」の三つの行事について詳細に取

りまとめたものです。この三つの行事を推進した

のが「神奈川県愛鳥教育検討会」です。「全国野

鳥保護のつどい」と「神奈川県愛鳥教育検討会」

との関係については、報告書にも述べられており

ますが、愛鳥教育・環境教育関連の行事を実行す

る主体として設立されたのが「神奈川県愛鳥教育

検討会」です。

三つの行事の一つとして行われた「全国愛鳥教

育指導者交流会」については、本会も共催者とし

て事業を分担しましたが、特に神奈川県在住の平

田寛重・島田利子の二人の常務理事がその任に当

たりました。なお、平田・島田の両氏は、「神奈

川県愛鳥教育検討会」の主要メンバーとしてもご

活躍され、「全国愛鳥教育指導者交流会」だけで

なく、三つの行事すべてを成功に導く上で大きな

働きをされました。そして、この報告書の取りま

とめに関してもご尽力されています。

以下に、報告書の目次を記しますが、どの内容

をとっても、愛鳥教育・環境教育の推進の上で大

いに参考になることと思います。全国規模での愛

鳥教育指導者の交流会が初めて開催されたこと、

愛鳥教育と環境教育との関連を踏まえ、それぞれ

の行事として具体的に展開したこと、海外の活動

とのつながりも考慮したことなど、第46回愛鳥週

間「全国野鳥保護のつどい」の成果は大きいもの

がありました。改めて、神奈川県及び神奈川県愛

鳥教育検討会の関係者の方々にお礼を申し上げた

いと思います。
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平成4年5月30日、神奈川県平塚市にある

「平塚市博物館」にて、平成4年度の総会を行い

ました。

まず、平成3年度の事業報告・決算報告、平成

4年度の事業計画・予算計画の提案がなされ、承

認されました。次いで、平塚市博物館学芸員の浜

口哲一先生に「カードを使った観察記録の蓄積」

のテーマで講演していただきました。その後、館

内の常設展示と特別展示（野鳥生態写真展）を、

浜口先生にご案内いただきながら見学しました。

地域における博物館の存在意義は、その具体的

な活動によって更に深まっていくものですが、常

設展示の方法の工夫一つをとっても、いろいろな

配慮がなされていることを教えていただきまし

た。また、自然全般をテーマに活動を継続されて

いることをうかがい、ここにも愛鳥教育の一つの

形があることを感じました。

以下に、当日の資料から主要なものを掲載しま

す。

平成3年度事業報告

1．「愛鳥教育」の発行について

(1)37号(6月)，38号（10月)，39号（12月）

の発行。

(2)内容

①愛鳥教育の考え方を再考する意味で論説の
コーナーを設け、会員の愛鳥教育の参考にな

るよう掲載した。

②愛鳥教育実践講座を掲載した。

③愛鳥活動のヒントを掲載した。

④愛鳥活動の参考になるような情報（書籍、雑

誌、イベント、ビデオなどのAVソフト、

グッズなど）を掲載した。

⑤指導者の活動の記録を掲載した。

⑥環境教育に関する情報を掲載した。

2.総会について

期日：平成3年5月18日（土）

場所：東京港野鳥公園

①平成2年度事業報告

－5‐

岡本嶺子

②平成2年度決算報告

③平成3年度事業計画

④その他

3.研修会

期日：平成3年8月6日（木）～7日（金）

場所：ウトナイ湖・野幌森林公園

愛鳥教育活動の実践活動発表

「豊かな心を育み実践力を培う体験学習」

根室市立厚床小学校校長石山博之氏

「野鳥に学ぶ自然保護の実践」

札幌市立藤の沢小学校教諭

長谷川順一・梶浦孝純氏

「小鳥さんがプレゼントしてくれた自然との出

会い」

いしゃま中央幼稚園教諭広瀬恵子氏

愛鳥教育活動のヒント

「野鳥マップを作ろうよ」

全国愛鳥教育研究会常務理事島田利子氏

「テグス回収活動」

全国愛鳥教育研究会常務理事杉浦義雄氏

講演「私の愛鳥教育」

樽前自然教育研究所主査三浦二郎氏

ウトナイ湖サンクチュアリの見学

案内ｳﾄﾅｲ湖ｻﾝｸﾁﾕｱﾘﾁー ﾌーﾚﾝｼ゙ ﾔー 大畑孝二氏

ディスカッション「レベルアップ愛鳥教育活動」

早朝探鳥会（ウトナイ湖サンクチュアリ）

案内㈱拓銀総合研究所環境教育調査室

主任研究員富川徹氏

野外実習および探鳥会（野幌森林公園）

案内北海道野幌森林公園管理事務所

公園利用課主事小畑淳毅氏

講演「巨視で見る北海道の動物相」

全国愛鳥教育研究会副会長金井郁夫氏

4.その他の行事・審査会への参加

（1）連盟主催第6回子ども烏博士研修会指導

平成3年8月23日（金）～26日（月）

「三宅島」東京都三宅島三宅村

常務理事3名（杉田、長屋、岡本）
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(2)連盟主催第7回子ども鳥博士研修会指導

平成4年3月29日（日）～30日（月）

「丹沢山地ヤビツ峠付近」神奈川県愛甲郡

清川村

常務理事3名（杉田、長屋、岡本）

(3)第45回愛鳥週間全国野鳥保護のつどい

平成3年5月12日（日）

岡山県吉備高原「たけべの森」江袋会長

(4)愛鳥週間ポスターコンクール及び全国鳥獣保

護実績発表大会審査会

平成3年10月30日（水）

東京NHK青山荘江袋会長

(5)全国鳥獣保護実績発表大会

平成3年12月9日（月）

環境庁合同庁舎講堂江袋会長

(6)愛鳥週間功労者選考会

平成4年3月23日（月）

霞山会館江袋会長

(7)国会前庭巣箱かけ

平成4年3月11日（水）江袋会長

(8)テグス回収と探鳥会

平成3年6月8日（土）第35回

多摩川関戸橋常務理事1名（岡本）

平成3年度

【収入の部】

項目

会費

研修会会費

売上

寄付金

受取利息

連盟

前期繰越収支差額

収入合計

【支出の部】

項目

会誌発行費

仕入

通信運搬費

事務消耗品費

会議費

研修費

収支決算報告書

平成4年3月31日

（単位：円）

決算額

卯2,伽

243,側

39,Ⅲ

10,Ⅲ

2,157

1,808,110

△103,480

2,9側,787

(単位：円）

決算額

771,648

29,080

277,375

9,012

182,889

739,018

-6－

交通費

雑費

支払手数料

連盟

次期繰越収支差額

支出合計

5,820

2砂,662

60

540,Ⅲ

136,223

2,9伽,787

平成4年度事業計画

1.全国愛鳥教育研究会の運営方針について

①愛鳥教育を野鳥を通しての環境教育として位

置付け、その実践方法の研究と普及に取り組
む。

②愛鳥教育の普及に関しては、初心者にも十分

理解できる内容となるように工夫をこらし、

研究会・研修会・機関誌などの各種機会を捉

えて、実践する。

③全国の愛鳥モデル校をはじめとする愛鳥教育

推進校や愛鳥教育関連の各種団体との交流を

軸に、愛鳥教育を推進する「愛鳥教育ネット

ワーク」の構築に努める。

④国内はもとより、広く海外の愛鳥教育・環境

教育の動向・実情にも研究の範囲を広げ、そ

の成果について、各種機会を捉えて、広報普
及に取り組む。

2．「愛鳥教育」の発行について

(1)40号（6月)，41号(9月)，

42号（12月)，43号(3月）
(2)編集方針

①これからの愛鳥教育の在り方や可能性につい

て、意見交換を含めて考察するコーナーを設
ける。

②教科における愛鳥教育の授業、学校行事にお
ける取り組みなど、学校現場で実践可能な愛

鳥教育の方法について考えるコーナーを設け
る。

③野鳥や自然に関する調査法、写真の撮り方、
工作などの各種教材研究のコーナーを設け
る。

④幼・小・中・高校における愛鳥教育の実践例
を広く紹介する。

⑤全国各地で開催される愛鳥教育関連の行事な
どを取材し、紹介する。

⑥その他、愛鳥教育関連の各種情報について広
く紹介する。



3.総会について

期日:1992年5月30日（士）

場所：平塚市博物館

①1991年度事業報告

②1991年度決算報告

③1992年度事業計画

④1992年度予算計画

⑤レクチャー：「こんなテーマで烏を調べてみ

よう（仮題）」

平塚市博物館学芸員浜口哲一氏

⑥平塚市博物館館内見学

館内展示と特別展示（野鳥生態写真展）

解説・案内浜口哲一氏

4.研修会について

期日：1992年10月10日（土・体育の日）

-11日（日）

場所：神奈川県足柄ふれあいの村矢倉岳

内容：子供向けの野外活動

クラフト実践例の紹介

サシバ・ハチクマウオッチング

5関連団体の行事や各種審査への参加

6.全国野生生物保護実績発表大会の

参加校との交流

7.その他

会員増強活動…･入会案内パンフレットの作成

研究活動推進･…海外の愛鳥教育の研究

各種報告の後、浜口先生に御講演いただく。そ

の後、平塚市博物館の常設展示と特別展示とを、

先生のご案内で見学する。パノラマ式の展示方法

は、見ている者に積極的に訴えかけてくるものが

ある。このような工夫一つで、博物館に対するイ

メージが変わることを実感する。写真展との取り

合わせも、効果を上げていたように思う。
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鍾雲灘

カードを使った観察記録の蓄積

はじめに

野鳥観察の魅力の一つが、珍しい種類に出会う

喜びであることに違いはない。誰でも初めて見る

鳥には胸がときめくものである。しかし、それが

こうじて一つでも多くの種類を観察することだけ

を目指すとすれば、それは豊かな野鳥の世界のご

く一部だけしか見ない結果となる。

特に小中学校の4愛鳥教育で、野鳥観察を取り上

げた場合に、できるだけ多くの種類を見るという

方向は、よいフィールドに恵まれた場合は別にし

て、すぐにいきづまってしまう危険がある。近く

で見られる種類を一通り観察できた時点で児童の

興味がさめていくような経験を持っている方も多

いことであろう。

そうした袋小路に入らないためのよい方法は、

それぞれの種類の生活にも目を向けることであろ

う。生態や行動に興味をもって観察することがで

きるようになれば、見慣れたスズメやムクドリへ

の見方でもまったく新しい視野が開けて来る。そ

して、身近な野鳥を観察する中にも数多くの楽し

みがあることが実感できるようになってくるので

ある。

そうした観察の態度を養うための一つの手段と

して、観察カードによる記録の集積と、そのデー

タベース化の実例を紹介したい。なお、以下に述

べる内容は具体的な問題点も含め、日本野鳥の会

神奈川支部目録編集委員会（投稿中）に詳しく紹

介したので、さらに情報が必要な方はそれも参照

されたい。

1.カードを用いた観察記録収集の例

日本野鳥の会神奈川支部では、県内の鳥類に関

する基礎資料の充実をはかるため、鳥類目録の編

集に取組んできた。その作業は1984年から約10年

にわたって継続されており、現在までに「神奈川

の烏1977-86」（日本野鳥の会神奈川支部1986）と

「神奈川の鳥1986-91」（同1卯2）と題する2冊の

目録が刊行されている。

この目録編集のための情報収集に使われたの
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平塚市博物館浜口哲一

が、観察カードであった。第1集ではB7版の小

形のカードを用いたが、内容的に物足りない面が

あり、第2集の編集時には図に示したようなB6

版のものを用いた。カードに記入する項目につい

て個々に紹介すると下記の通りである。

.コード番号／日本鳥学会（1974）に従って、各

種類に整理番号をつけた。

･種名／標準和名を記入。

､観察年月日／「'9」を表記し、必ず西暦で記録

するような配慮をした。また、観察の時刻も記

入するようにした。

･天気

･地名／市区町村名と大字にあたる地名を記入す

るようにした。ただし、野外では必ずしも現地

の地名が分かるとは限らないので、さらに.…

付近という表現を加えて、例えば大きな工場と

か、公園など目印になるものを書いて現地を特

定できるようにもした。

･標高／現地では判断が難しいが、垂直分布をま

とめる時には必要な情報なので少なくとも山地

については記録したい。

･観察者

･電話／これは、記録について問い合わせる必要

が生じた時のために記入。

､環境／大きく’5に環境区分し、イメージがつ

かみやすいように図にして○をつけるようにし

た。

･烏のいた場所／全体的な環境の次に、その鳥が

記録した行動をとった時にどこにいたかを記入

する項目である。

､性と年令／晶早と年令を4区分して記入する項

目である。

･数／［単独・ペア・子連れ．群れ］と4区分し

たが、番でない2羽はペアという表現にあたら

ないので［1羽・2羽・つがい、群れ（

羽）・子連れ］とすべきであった。

･観察した行動／カードを設計した時点では［休

息・体の手入れ．移動．採餌．争い．鳴く．求
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No

向歩
○地

時天気星劃弐
近標高一一一m

○

闘察者平田寛窟

奪

b…

2銭ヂ淵所6大爵,¥端吾樹＊
;:芸と齢，2美ｱ琴子釜れ雷息農測
E・観察した行動1.休息2．体の手入れ3.移動

と戯餌5争い6.噴く7.求愛a営巣･育雛
9.その他の行動

F･その他1.変わった個体2.事故。死傷鳥

急依飛

愛・営巣と育雛・その他］の9区分で、記録し

た行動の分類を行ってもらうようにした。

･その他／アルビノなどの変わった個体と事故・

死傷鳥をチェックするように設けた項目であ

る。死傷鳥の記録は案外多いものであり、こう

した欄を設けたことで、その記録が蓄積される

ことになった意義は大きかった。

･観察内容／自由記入によって、観察内容を記録

する項目である。

こうした形で会員に広くカードまたはそのコ

ピー原版を配布して記入と提出を依頼したわけだ

が、結果的には約3年間で合計約18,N0枚のカード

を集めることができ、貴重なデータを多数得るこ

とができた。

集まったカードを見直す中で、記入上の問題点

として気づいたことは、l情報1枚というカード

記入の原則が守られていないことが多いというこ

とであった。カードによる情報処理を考えた場

合、いくつかの行動を見た時には複数のカードに

分けて記入すべきでなのだが、その点が十分理解

されず、採餌と体の手入れに関する記録、異なる

－9‐

環境での観察などが1枚にまとめて書かれている

ケースが非常に多かった。その点は記入のマニュ

アルで十二分に説明をすべき点であるだろう。

2.カードのデータベース化と行動別索引の作成

神奈川支部では、集まったカードをマイコンに

入力して、データベースとして使える形にした。

その詳細はここでは省くが、「桐Ver.3」というソ

フトを用い、［種名・カード番号・観察日・観察

場所・環境・観察内容・観察者・行動コード．

キーワード・種番号］の10項目からなるデータ

ベースとした。

こうして作られたデータベースからはいろいろ

な形でカードの情報を呼び出すことができる。例

えば、観察場所の項目を用いて、ある市町村名を

含む情報を検索すれば、その市町村で記録のある

種類のリストを作ることができる。特定の種類に

ついて、行動コードに繁殖という文字列を含む情

報を検索すれば、繁殖地図の基礎資料が得られ

る。このような分布記録としての使い方が、第一

に上げられる。

また、観点を変えると、集められた多数の観察
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記録の中には、行動や生態に関しても興味深い多

くの事例が含まれているはずである。それを検索

して整理しようという試みが「行動別索引」の作

成であった。これは例えば、「餌台」という項目

を引くと、餌台に来たことのある種類がリスト

アップされ、さらに餌台の餌の種類として例えば

「ヒマワリ」を引くと、ヒマワリを餌として利用

した観察例がすべて分かるというものである。

そのための具体的な作業としては、各カードを

見ながら、そのカードにある情報が、どんな索引

で引ければ面白いかを考えながらキーワードの項

目にそれを入力していった。そして、そのキー

ワードを検索して、索引としたのである。下記に

具体的ないくつかの例をあげてみた。

［くちばしふき］ヒヨドリ（アンテナ）・カワ

ラヒワ（ヨシの茎）・プッポウソウ（送電

線）・ハクセキレイ（電線）

［夜騨る］オオヨシキリ

［求愛給餌］ヤマガラ・モズ・ハシプトガラ

ス・ヤマセミ・カワセミ・コアジサシ・チョ

ウゲンボウ

［ミラー攻撃］キセキレイ・ハクセキレイ．

ジョウピタキ・ヒヨドリ・ハシボソガラス

［ネズミモチを食べる］ジョウビタキ・ヒヨド
リ・メジロ

［樹液をなめる］エナガ・メジロ

［貯食］ハシポソガラス・ゴジュウカラ．カケ

ス・ヤマガラ・ハシブトガラス

こうした索引を作成することはどんな意味があ

るのだろうか。一つは実用的な意味である。例え

ば、校庭に樹木を植えようとした時に、どの種類

の実はどんな鳥が食べるかが一覧できる資料があ

れば、その判断の助けになるであろう。

また、もう一つは野外での観察ポイントが示さ

れるということである。例えば表にあげた例に

「ミラー攻撃」というのがあるが、これは鏡に

映った自分の姿に対して攻撃をする行動である。

神奈川支部でのカードからはそうした行動が5種

類で記録された。その中にはキセキレイとハクセ

キレイが含まれているが、ではセグロセキレイで

はそうした行動は見られないのかということが気

になってくる。「樹液をなめる」には2種類があ

げられたが、他にもないのだろうかと興味が広
がって来る。
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こうした方向での野鳥観察は、我国では必ずし

も注目されてこなかった。そのため、例えば砂浴

びをする烏にはどんな種類があるかといったこと

が、網羅的にまとめられているような資料が少な

い現状がある。そうした状況に一石を投じる意味

でも、こうしたまとめ方の意義は大きいと考えら
れる。

3.愛鳥教育の中でのカード使用の意義

神奈川県での実例をあげて、観察カードによる

記録の収集と、そのまとめ方について紹介してき

たが、最後に愛鳥教育の中での意味にふれてまと

めとしたい。

カードを使うことで、日常的な断片的な観察が

資料として集積され、それをまとめる中から様々

な情報をえることができることは先に述べた通り

である。また、行動や生態に目を向けるきっかけ

にできることも既に述べたが、これらのことは愛

鳥教育の中でも重要な意味を持つことである。

また、児童がカードを使う場合には、それ以外

に自分の観察を確実に記録することの習慣付けと

しての意味が考えられる。また、カードに記入し

ていこうとすると、例えば鳥がどこにとまってい

たか、近くに同じ種類の鳥がいたかなどにも気を

つけるべきだったことが分かり、きめ細かく観察
をする動ｲ幾付けともすることができるだろう。

また、カードによる記録は種類の識別に知識が

少ない場合でも進めることができるという利点も

ある。ヒヨドリとかツバメとか、自分のよく分

かっている種類についてだけカードをつけていく

ことでも、十分意味のある記録をすることができ
るのである。

こうした点にも配慮して、カードによる記録の
習慣を多くの児童が持つように仕向けてほしいと

願うものである。

《引用文献》

日本野鳥の会神奈川支部目録編集委員会

県別鳥類目録の編集の実例とその問題点

Strix(投稿中）

日本野鳥の会神奈川支部

神奈川の鳥1977-861986PP.220.

日本野鳥の会神奈川支部

神奈川の鳥1986-911992PP.440+pL.20



はじめに、

神奈川県では、全国野生生物保護実績発表大会

に向け、毎年8月に県大会を開いている。本年度

は、神奈川教育センターを会場に、県内より小学

校1校、中学高等学校1校が発表を行った。

会場には、県愛鳥モデル校関係者、また、来年

大会参加を予定している学校の教師、生徒が参加

した。

また本年度は、県内愛鳥モデル校の研修を兼

ね、観察実践や講演も行われた。

1．野生生物保護実績発表大会神奈川大会の発

表校と内容

(1)秦野市立東小学校（児童数825人）
東小学校は、平成元年・2年度、市の愛鳥モデ

ル校に指定され、愛鳥教育に携わってきた。平成

3年8月の野生生物保護実績発表大会神奈川大会

では、優秀賞を受賞している。

また、平成3．4年度には、市の環境教育研究

校に指定され、幅広く研究が進められている。1

1月には、研究発表が行われた。

［内容］

愛鳥活動は、親しむ、調べる、広める、護るの

4つの活動を柱として、進めている。

①親しむ活動

センダンタイム（ゆとりの時間）で、観察や

烏のファッションショー、バードトーキングな

ど、学年ごとに工夫し、取り組んでいる。教師

も、講師を招いての研修を行っている。

②調べる活動

8つの地点の野鳥調査、モズ、ジョウピタキ

の分布調査、校内給餌台の調査などを進め、烏

の生活を深く観察するようになった、また金目

川の水生昆虫と水の汚れについて、細かく調査

し、環境についての見直し、野鳥の種類との関

係についてまとめた。

③広める活動

児童朝会を利用し、野鳥の紹介、新聞、たよ

りを発行。また、愛鳥ぬり絵カレンダーを配布
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常務理事島田利子

している。5年生のツバメの調査を掲示し、ツ

バメの生態について、全校児童の意識を高め

た。

④護る活動

傷病烏の保護、巣箱かけ、グリーンマーク集

めなどはもとより、理科委員会がカワニナの飼

育と湧水地への放流を行い、ゲンジボタル20

数匹が見られるようになった。
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児童の発表は、わかりやすく、丁寧であった、

地道な活動で、内容も継続して行われているもの

が多く、資料の豊かさと環境を考えての活動がク

ローズアップされた。

（2）カリタス女子中学高等学校（川崎市）

（生徒数1100人）

中学高等学校の生徒の中学校2年生、高等学校

3年生の理系対象の生徒で、多摩川の自然観察を

行っている。野生生物保護を講義だけでなく、身

近な自然に触れることで、保護や環境への関心を

呼び起させるようにしている。

［内容］

年間を通して、つぎのようなテーマで、多摩川

の自然観察を行った。

「生物学的水質調査」

「春に咲く花のスケッチと押し花」

「オオバコ群落と路傍植物」

「冬鳥の観察とぬり絵」

「多摩川クリーン作戦」

水質調査では、多摩川に調査地点を設け、観察

調査を行った。指標生物で、川の汚れを調べた

り、野鳥の季節変化を観察した。野鳥について

は、興味関心を持った生徒が、意欲的に、冬期に

土曜日放課後2時間をかけ、計6回の調査を行っ

た。グランド、グランドと河川敷の間の高木層に

よる生け垣、河川敷、中州の4ケ所での調査で

は、場所による鳥の種類のちがいも把握でき、環

境と烏との関係が理解できるようになった。ま

た、生徒が身近な自然に触れ、汚いと言われてい
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た多摩川に生活している生き物を知ることで、自

然環境保護への関心を持たせることができた。

以上、2校の発表は、いずれも、研究を続け努

力された成果と言える立派なものであった。審査

委員長の金田氏も、発表内容がすばらしいこと、

こつこつよく活動されていることを評価され、今

後もぜひ続けられるようにと、児童・生徒に笑顔

で話しかけられた。

結果は、神奈川県最優秀賞が秦野市立東小学校

に、神奈川県優秀賞がカリタス女子中学高等学校

に授与された。

2．自然観察実践手法

「野鳥を通した自然観察指導法」

講師箱根町立箱根明星中学校教諭

神奈川県愛鳥教育検討会副会長

室伏友三先生

真夏の神奈川県立教育センター敷地内で行うた

め、多くの野鳥を観察することは期待できず、前

半は、室内で野鳥に関するデータの持ち方等につ

いて話をされた。

学校の校舎の位置を知ることや、その校舎に窓

ガラスが、どの位の量、どの方角にあるかなどを

調べると、窓ガラスに当たってしまった烏を、調

べる時の基礎データにもなること。また、標本と

して、剥製は貴重な資料として使えるなどの話を

された。

野外では、カラスについて、色々な視点を持っ

て観察するとよいという話、カラスの毛のつやの

良い時期、カラスがごみ出しの日、ポリバケツの

ふたをまわしてあける話など、興味ある内容で、

児童生徒たちも楽しく聞くことができた。

W霞鍵簿

鴬繍K1寺“蕊

獅”雪 霊癖調

－12＝

3．講演「愛鳥教育と環境教育」

伊勢原市立伊勢原小学校教諭

全国愛鳥教育研究会常務理事平田寛重先生

自然との共生をめざすには、幼児期からの自然

とのかかわりが不可欠。そのためには、五感を

使った自然とのかかわりが必要。そのことを通じ

て、自然の神秘さ、ふしぎさを感じることのでき

る人間に育てることが大切である。

その意味で愛鳥教育を考えると、野鳥と直接か

かわり感動していく場というのは、探烏活動の基

本であり、その後の活動のバックボーンとなる心

を作っていくプログラムである。

愛鳥活動は、やはり、烏をみることを第一に考

えなければならない。巣箱や給餌活動よりも、常
に烏を見続けていく活動を中心にしたプログラム

を展開していくことが必要である。

最後の意見交換では、全国愛鳥教育研究会が、

引き立て役としてリーダーシップを取れないもの

かというご意見もいただきました。今後の活動を

進めていく上で、検討していきたいと考えており

ます。

また、全国各地で本大会のような催しが、愛鳥

モデル校の研修会や都道府県レベルの野生生物実

績発表大会などとして行われていることと思いま

す。会員の方にそのような催しについて紹介して

いただければと思います。併せて、愛鳥教育関係

の書籍類（ガイドブック・図鑑・目録など）が発

行されていれば、それらについてもご紹介いただ

けたらと思います。事務局まで、情報をお寄せ下

さい。お待ちしております。
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1992年度版小学校理科教科書における
鳥類の扱いについて

1．はじめに

愛鳥教育を一般化させるためには、教科教育の

中での扱いとその有効性を問い直すことが必要で

ある。環境教育の必要性が叫ばれる中、自然環境

について学習する中心教科である理科について、

この問題を考えていくことは、とりわけ重要なこ

とである。

また、1992年度から小学校学習指導要領が改訂

になり、教科書も全面的に新しくなって。そこ

で、小学校理科の教科書について、鳥類の扱いが

どのようになっているかを調査し、とりまとめて

みたので報告する。

同様の報告は、愛鳥教育No.16(1985)におい

て、改訂前の小学校理科教科書を対象に杉田優

児・杉浦嘉雄両氏が行っている。

2．要約

1989年3月の小学校学習指導要領の改訂に伴

い、1992年度からの小学校教科書の内容が大幅に

変更された。そこで、1992年度版小学校理科教科

書における鳥類の扱いと、1989年版小学校学習指

導要領（理科）との関連について調査を行った。

野鳥の掲載件数の総計は、改訂前の34件からそ

の4倍強の149件へと大幅に増加した。学習指導要

領との対比では、野鳥の記述が見られたのは、A

BC各領域の（）付きの全38項目中7項目18

％）であった。件数では、149件のうち114件（76

％）が、4年A(2)と6年A(3に集中して

いた。種としては、ツバメが最も多く掲載されて

いた。教科書会社別に見ると、掲載の件数だけで

なく、鳥類を取り上げるその意図にも違いが見ら

れた。全体を通して見ると、種の取り上げ方、写

真や図版の扱いにはイメージ的な要素が多分に見

受けられ、生態などに着目させるなどの掘り下げ

には不適切と思われるものが多かった。

2．調査方法

（1）調査対象

①小学校理科教科書
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常務理事平田寛重
6つの主要な出版社（学習研究社、学校図

書、教育出版、啓林館、大日本図書、東京書

籍）の小学校理科教科書（1992年度版）を調

査の対象とし、小学校3年から6年までの教

科書について調査した。

②学習指導要領は1989年版の理科を取り上げ

た。

（2）調査の方法

各教科書の本文・表紙・裏表紙・目次・巻末の

折込資料などすべてのページについて、野鳥に関

する内容が掲載されている状況を調査した。

その際、文章だけでなく、イラスト・写真等を

含めて、学習事項になると思われるものについて

はすべて取り上げた。内容が重複すると思われる

ものについては、l例として扱った。日本にはい

ないペンギンも一応野鳥ということで取り入れ

た。なお、愛鳥教育の主旨から、今回は、ペッ

ト・家禽は除き、野鳥を対象とした。教科書で、

記載されている鳥の種名は、そのまま使用した。

ただし、＊ハクチョウは、統計処理の段階ではオ

オハクチョウとして扱った。また、＊カモ、＊ツ

ル、＊カラスについてはそのまま扱った。名称の

ない鳥が掲載されていた場合は、筆者が同定し

た。その中に、カモメの一種があったが、それ

は、「＊カモメの仲間」として扱った。

以上の内容を、①種名、②掲載学年、③対応す

る指導要領の内容、④指導要領の分類コード、⑤

教科書の単元名、⑥主題名、⑦テーマ、③会社、

⑨頁、⑩行動、⑪写真（イラスト）の紹介、⑫備

考の各項目に分類整理し、パソコンのデータベ

ースに入力した。そして、入力したデータに基づ

き、各種の表を作成し、考察を行った。

①から⑫の各項目は、具体的には次のような内

容である。

①種名は、野鳥の種名であり、「日本の野鳥増補

版」の野鳥チェックリストに従った。

②掲載学年は、3年生から6年生までの学年であ

る。
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③指導要領の内容は、筆者が要約して記入した。

④指導要領の分類コードは、それぞれの指導内容

の頭の記号を利用した。

⑤⑥教科書の単元名・主題名は、教科書のそれに

従った。

⑦テーマは、主題名の下位にくる内容として筆者

がとりまとめた。「課題」は、「かんさつ」

「やってみよう」などと表現されている内容で

ある。「記述」は、野鳥について文章で説明さ

れている内容である。

⑧会社は、教科書会社名である。

⑨頁は、掲載されているページ数である。

⑩行動は、掲載されている鳥の行動についてとり

まとめたものである。機械的に分類することは

困難な面があるが、移動、飲水、運動、休息、

求愛、採餌、就眠、繁殖、噂り、鳴くの10種

にまとめた。

「移動」は、歩いたり飛んだりしている場面。

「飲水」は水を飲んでいる場面。「運動」は、

移動とは別にある目的のために行われているこ

と。例えば、はばたきやくちばしぬぐいなど。

「休息」は、あまり動かずに休んでいる状態。

「求愛」は、プロポーズのダンスや餌のプレゼ

ントなどの行動。「採餌」は、餌を食べている

こと。また、餌をとらえようとすること。「就

眠」は眠る事。「繁殖」は、巣作り、交尾、産

卵、抱卵、給餌などの一連の状態。「噂り」

は、繁殖のための鳴く行動。「鳴く」は、繁殖

以外で鳴く行動。というように分類した。

⑪写真（イラスト）の紹介は、その図が何を意図

しているかを説明したものである。

⑫備考は、補足説明や筆者のコメントである。

以上のデータを元に、以下の表を作成した。

表1「教科書における野鳥に関する記述一覧」

は、入力したデータの一覧である。

表2「理科教科書統計処理」は、教科書での掲

載種、学習指導要領の内容、教科書会社に従って

分類した一覧表である。

表3「掲載種類／件数一覧」は、掲載された野

鳥の種類数と件数についての一覧表である。

表4「学習指導要領での内容」は、教科書での

掲載種と学習指導要領の内容とで分類した一覧表

である。

表5「教科書会社」は、掲載種と各教科書会社
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で分類した一覧表である。

表6「図版における野鳥の行動別分類一覧」

は、図版として掲載された野鳥の行動を種別に整

理した一覧表である。

表7「鳥類生息状況」は、環境庁の全国生息調

査（1978繁殖期、1988越冬期）の生息メツシユ数

上位20までの種の一覧表である。教科書に掲載さ

れている種が一般性（身近な鳥としてどこでも誰

でも親しめる）を備えているかどうかを調べるた

めの資料として作成した。

3．調査結果

調査結果は、以下の表の通りである。

①表1教科書における野鳥に関する記述一覧

②表2理科教科書統計処理

③表3掲載種類／件数一覧

④表4学習指導要領での内容

⑤表5教科書会社

⑥表6図版における野鳥の行動別分類一覧

⑦表7鳥類生息状況

（1）小学校理科学習指導要領について

学習指導要領では、3年から6年までの各学年

でABCの3領域において、38項目に分かれて内

容が記述されている（アイウまで含めると79項

目）。その中で、教科書に野鳥が掲載された項目

は、3年のA3)、4年のA(2)、A

（3）、C(2、5年のA(2)、A(3)、

6年のA3)の7項目に過ぎない。項目数とし

ては、全体の18％あまりである。しかも、野鳥を

使って効果的に学習ができると考えられるのは、

4年のA2)と6年のA3)の2項目に過ぎ

ない。7項目のうちこの2項目での件数は114件で

全体の76％を占めている。残りは、表紙・目次な

どにカットとして扱われた鳥が15件で10％、その

他14％となっている（表4）。

（2）理科教科書について

①掲載されている件数及び種類について

全社の理科の教科書において、野鳥に関する

記述は149件、掲載された種類は41種であった。

この中には、巣・骨格・鳥（これは、対象とし

て、鳥を総称して扱っており、図版もないため

名称のつけようがなく鳥として扱った。）がそ

れぞれ1件ずつ含まれている。他に、日本の鳥



ではないがペンギンが1件含まれている（表

3）。

種類については、ツバメの掲載が45件と最も

多く、全体の約30％にあたる。次いで、オオハ

クチヨウが12件で7％（ハクチョウを含める）

である。後は、タンチョウ、ライチョウと続い

ている（表3）。

②掲載学年について

全体の件数149件のうち、3年が5件で3％、

4年が110件で74％、5年が17件で12％、6年が

17件で11％となっている。これは、指導要領の

内容構成をそのまま反映しているものと思われ

る（表4）。

③教科書会社別に見ると

教科書会社別に見ると、啓林館が最も多く、

40件で全体の27%を占めている。約1/3であ

る。次は大日本図書で、28件19％となっている

が、そのうち3割近くの8件はカットとして使

用されているものである。

④扱い方について

4年A2、6年A3の内容では、折

込資料がよく使われている。啓林館は4年のタ

ンチョウ（1件）、同じくツバメ（3件）、ツ

グミ（1件）、ムクドリ（2件）の計7件、学

研の4年のオオハクチヨウ（4件）、同じくツ

バメ（6件）、6年カラス（2件）で計12件、

大日本図書は4年のオオハクチョウ（1件）、

同じくライチョウ（5件）、6年のカワセミ

（1件）、アカケラ（1件）の計8件、東京書

籍は6年のタンチョウ1件、教育出版は6年で

オオワシ(1件）、タンチョウ1件）の2件

で全体で30件となり、全体の20％を占めてい

る。それぞれ、4年では四季のこよみ、6年で

は食物連鎖ということで紹介されている。

また、新しい試みとして、啓林館の4年では

新聞作りの紹介（4件）、学研の4年では自由

研究の紹介（3件）ということがプラスαの要

素として取り入れられている（表5）。

⑤記載されている図版について

野鳥に関する図版は全149件のうち139件あっ

た（残り10件は図版は無く、文章記述のみで

あった）。

行動で最も多いのは休息であり、46件で全体

の33％にあたる。次いで、繁殖39件28％、移動

23件17％、採餌22件15％となっている。以下、
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飲水・運動・求愛・就眠・聴り．鳴くが小数な

がら続いている（表6）。

4．調査結果についての考察

（1）全体を通して

現行の教科書では、問題解決学習が優先されて

いるためか、生物を扱った学習においても実験室

で学習可能なメダカなどの題材にとらわれやす

い。このため、野外でのフィールドワークを活用

したマクロな自然との接触が期待できず、野鳥を

通して地域の自然環境を把握し、環境教育の充実

を図っていくことは難しいことのように思われ

る。

また、掲載学年にばらつきがあるのは、野外学

習を主とした自然学習の取り組みが系統的に構成

されていないことによるものと思われる。これ

も、今後、環境教育を進めていく上での大きな障

害の一つと考えられる。

（2）掲載されている種について

掲載されている種で、ツバメが多いのは、その

生態を考えれば領ける。しかし、オオハクチョ

ウ・タンチョウ・ライチョウなどがその後に続い

ているのは、どのような理由によるものであろう

か。3種とも、生息環境は限定されており、日本

中でどこでも誰でもが見られるという種類ではな

い。どのような意図で扱われたのかは定かではな

いが、多分にイメージ的な要素が先行しているよ

うに思われる。タンチョウやライチョウを扱うと

すれば、6年のA(3)などで、日本特産種の鳥

やレッドデータリストの鳥としてコラム的に取り

扱ったほうが適切ではないかと考える。

（3）表紙等のカット的扱いについて

表紙・目次のカットで扱われている種も、イメ

ージとして扱われていることが多いように思われ

る。できるだけ本文の内容とマッチする種を選ぶ

べきであると考える。

イメージとしての扱いを重視するのであれば、

アピールを必要とする種（タンチョウ・ノグチゲ

ラ・アホウドリなど）が適当であろう。また、生

息環境を含めた野鳥の写真やバードウォッチング

の様子なども加わるとさらによいのではないかと

考える。
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（4）学習内容について

4年A2)の内容では、身近な夏鳥・冬鳥に

焦点を当てることで、季節による動物の移動・適

応について学ぶことができるであろう。

また、あるフィールドを四季を通して、継続観

察することによって、普通種の季節に応じた生活

について学ぶことができるであろう（表7）。

その他、夏鳥・冬鳥・渡り鳥を通じて、繁殖地

や越冬地の問題を考えることもでき、環境教育や

国際理解教育の適切な学習の場となるであろう。

例として、夏鳥としては、ツバメ・コアジサ

シ・オオヨシキリなど、冬鳥としては、マガモ・

コガモなどのカモの仲間、ツグミ、ジョウビタキ

など、1年を通しての身近な鳥としては、スズ

メ・ヒヨドリ・ムクドリ・シジュウカラ・カワラ

ヒワ・ホオジロ・モズ・ハシプトガラス・ハシボ

ソガラス・キジバトなどが適切であると考えられ

る。また、水辺の環境としては、キセキレイ・ハ

クセキレイ・コサギ・カルガモ・カワセミなどが

適切であると考えられる。

特に、自然環境の保全・保護の意識を持たせる

意味からも、子どもたちにとって身近な河原を生

息環境とするコアジサジやアシ原のオオヨシキリ

などを焦点化することも考えられる。

6年のA(3)は、人と環境のかかわりについ

て学ぶ内容になっているが、環境教育としては、

進め方によってはたいへん有効な学習になる。し

かし、切り出し方が難しく、一般的な題材も探す

のに各社とも苦労したのではないかと思われる。

フィールドワークの指導力がないと難しい内容で

もあるからである。

この内容も、野鳥を使って学習を進めることが

できると考えるが、啓林館を除く5社が13件掲

載している。どれも食物連鎖の内容を扱ったもの

である。学研は、身近な鳥のカラスを取り上げて

いる。4年A(2において数多く野鳥を掲載し

た啓林館は、この内容に関しては何も掲載してい

ない。

しかし、野鳥に関する内容が掲載きれてはいる

ものの、どの教科書会社の展開も視点があいまい

で、何を学ばせようとしているのか、その意図が

つかみにくい。環境を意識させるには、自然環境

とのふれあいを通して、児童の心の中に自然への

あこがれやおもいが構築されていく必要がある。

その上で、自然とのさまざまなつながりに気付か
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せ、自然との関わり方について理解させていかね

ばならないと考える。実体の伴わない通り一遍の

知識を与えるだけに終始するのであれば、自然を

学ぶ主要教科としての理科としては非常に心許な

いと言わざるを得ない。

（5）教科書会社について

今回は、啓林館が野鳥の掲載に意欲的に取り組

んでいた。前回に比べ、大幅に件数を増やしてい

る。それにひきかえ、東京書籍は7件で6％と控

え目な数字になっている。改訂前の教科書におい

ては、野鳥についての掲載が難しいと思われる旧

学習指導要領において10件と、全体の29％を占め

ていたのであるが。

しかし、野鳥の記載がただ増えればよいという

ものではない。自然をマクロにとらえていくため

には、フィールドに出て、野鳥をはじめとする自

然と深く関わっていくことが大切である。

また、フィールドでの学習を進めていく上で、

啓林館の新聞作り・学研の自由研究などは、身近

な地域を歩いて自然環境を意識させるという点を

考えると適切な学習内容と思われる。

しかし、全体的として、フィールドへ出るとい

う取り組みが少なく、自分の住む地域の自然把握

という点が弱いように思われる。自然学習・環境

学習では、ローカリテイーを大事にし、知識は教

科書からでなくフィールドから学ぶというのが本

筋であり、教科書はその学び方をアドバイスする

ものであると考える。

今回の指導要領では、教材園の設置がうたわれ

ている。自然生態園であればなお良いが、自然学

習の施設を校庭に創り出す方法やそれを活かした

学習プログラムなどを検討し、学校内でフィール

ド観察が実際に展開できるような例を示してもら

いたいものと考える。

（6）図版にみる野鳥の行動について

野鳥が自然の中で自然を構成する一員としてど

んな生活をしているのかを行動の観点から見てい

くことは、野鳥観察の視野を広げ、野鳥への関心

を高めていく上で有効であると考える。

そのためには、羽づくろいや頭かき、くちばし

ふきなどの体の手入れの面、また、砂浴びや水浴

び、争いや警戒、求愛や就眠など、いろいろな行

動の図版を入れて、鳥たちの生活に着目させ、烏



や自然について多様な見方ができるように導いて

いくことが望ましい。

また、野鳥の観察や学習が楽しくなるような提

示の方法、例えば、探烏会の風景や餌台に烏が来

ている風景や街中でツバメの巣の様子を観察して

いる風景などの提示はどんなものだろうか。

野鳥の提示方法としては、学習のまとめとして

折込資料に数多くの野鳥の写真が使われているも

のの、これ以外の扱い方も工夫されるとよいと考

える。

（7）学習指導要領について

教科書の記載は、学習指導要領によってその方

向性が決められる。そして、検定制度によって、

内容の適合性の合否が判定される。この調査を通

して、環境教育を行う上で最も必要な自然とのか

かわりと自然のしくみを学ぶ指導内容の充実を関

係各方面に訴えていくことが急務であると感じら

れた。旧態依然の実験室的な自然学習を脱して、

フィールドでの学習を中心とした学習内容に転換

していくことを期待するものである。

（8）記載されている種名について

記載されている種名については、表1．2．3

に見られる通りである。カモという表示が2件、

ハクチョウの表示が4件、カラスが2件、ツルが

1件、カモメの仲間が1件あった。しかし、カ

モ・ハクチョウ・カラス・カラスという名称は種

の総称であり、種の標準和名としては存在しない

ものである。種名が必要な場面では、しっかりと

扱ってもらいたいと考える。

鳥が直接扱われていない表紙や目次、他の指導

単元のカットにたまたま出てきている場合には、

名称は不要かもしれない。しかし、その際も、教

師用指導書には掲載すべきであると考える。

（9）ペットについて

今回はデータとしては取り上げていないが、ニ

ワトリ・ジュウシマツ・セキセイインコなどが身

近な烏ということで掲載されていた。指導書には

ペットを扱うことがうたってあるが、これは、あ

る知識をしっかりと身につけさせようという意図

と、野鳥は大勢が手にとるとか間近で見るという

ことが不可能であるという点とが重なっての事情

であると考えらる。ペットは教材として確かに優
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れている面があるが、教材性そのものは学習目的

に応じて変化するものである。自然を学ぶこと

が、ペットや家禽だけによる学習で本当に可能な

ものなのであろうか。筆者は、子どもの頃から野

鳥を対象に学習していくことによってこそ、正し

い自然認識が生まれてくると考える。自然という

言葉の持っている意味を深く考えたいものであ

る。

5．おわりに

理科教科書に野鳥の記載が増えたことは喜ばし

いことであるが、野鳥を日本の理科教育で扱うに

はまだまだ課題が多いようである。野鳥をどのよ

うに学ぶのか、愛鳥教育としての体系的なプログ

ラムを考えなければならない時にきていると思わ

れる。その際、身近な種、貴重な種、固有種など

を多角的な視野から取り上げ、学習目的に応じた

内容をとして構成していかなければならない。野

鳥を学ぶことから始めて、自然のしくみを学び、

人と自然との共生をめざす子どもの育成を目指す

必要がある。

そもそも教科書の内容は学習指導要領に由来す

るものでもあり、国民の自然に関する意識にも訴

えつつ、理科の指導内容及び環境教育の自然的分

野での学習内容において、野鳥を野外で継続観察

する指導の実現と一般化とを目指していきたい。
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鞠上目瀞伽

鞠と§榊伽

鞄上､瀞蝋

報と§瀞醐

テーマ

融も弧､剰難@よう爾副

助械り

馴械り

助械リ

助械り

鯛嘘り

卿鞭も洲し抑§Q戦齢猫

峡鴨

箇0泌州鯛甜@ようｵ鯉輔
)9

§ヒル

iとり

&ヒル

iとめ

i鋤

測』
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三
郡6期う＃

｜
’

－

－

｜
’

協う力，

｜
｜
’

､あこくうべよ

－

－

－

－

－

－

－
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§ 菰
亀
頭 目|：稲 顎(ｲﾗｽﾄ湖訓 炉

縄と鯛揃う蕊
鮫って誌す

｡

＝､

句
●

●

M剛ﾒ＃粒ｼ蝦､獣
輔ﾋﾊ好ﾖ輔榊訊噌

禰り跡､揃避蛎舵
縦うて〈§

報顕 31 鯉 細上で伽§

§と靴う:A蝋加若槻､季融
よぅてう湖う輔

酌則訓 焔ﾎ鴎 33蝿 細上臓ﾅ筋ﾓﾋ鰯

M闘って〈硯 学調荊 9 鯉 細上/ｲﾗｽﾄ/ｲー ｼ 肋蹄

獅国鳴淵 謂職＃ 52 櫛 鰯踊』 l帽鋪ﾋﾙ

I帽，卵うて§潟 報､剣 52櫛 鰯踊』 l帽鋪上§

ﾎ祉糾と蝿 謂職I 52蝿 加上で肺§ l帽磁と§

鮪 鞘職1 52槻 軒で瀞 l帽脆勘

ﾊ好ﾖｳ輔ﾓ僻目鰹〈

秘と綱揃う灘うぐうて

鮫うて誌す‘

鯨翻 39 蝋嚇 群

糟職＃ 29槻 鯉/ｲﾗｽﾄ 軸照とぱｶｯﾄ鉱

鯛

m,鋤剛､黙し鴻捌

鳩胸櫛鮎蝿｡I〈で観い
り東翻べ剛して､鑑しよう｡/
脆額､鰯い駒,/髄していI
力1

§槻 31蝿 曾@上で倣)ﾏﾓ 鵠､鶏珊めい鯛

誠り。

舗銅ら油＃飛跡感
糊よう耽り鋪

碗繊 45 棚 黙 鷲り即ｺﾗﾑ

M噸うて〈61 糟醗1 9 蝿 細〃ｲﾗｽﾄ 獅職

鴎2:冬碗うて､ビル鯛湘にう
くよう碗ぅ跡郭§，

旭綱§ 30 棚 脈ｵﾅ荊ﾓ､ア

辻bよう:Aや蝋嘱馳､季融
よぅてうも＃う跡。

馴勤調 畑綱8 33 蝿 紬上り材ﾊｸﾁｮｳと淵

丈8綱§ 熊 測り擁ぺア 削捌/B識よ§騰
瞭俄踊雛粥鞭
城跡？

旭綱§ 鯛 珊帆フ 融捌

旭綱8 鰯 伽勤､ﾒス 融拠

旭綱§ 槻 卿ﾒス 耕捌

旭縄6 槻 測帆ア 融捌

舗鯛6腕力戒聯融
禍よう随り調

棚瞳 4§ 迩溌蝿 翻助ｺﾗﾑ
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ー‐

アー、

認諒託す一－

融噂でも翻し耐砲嚇訪加

鮮戦も諭賊糊赫見う城

漁りようす焼@よう噸脳て削

蹴棚､融噸@ようk肺

妹捌/まと〕

昧捌/辻ル

抹拠/§ﾋル

套齢傷細飢乳よう

)剛』

'(刈披ﾘ(静）

､儒畦@よう跡加て蝿砿

り
り
り
り
り

城
披
披
披
披

，
０
０
０
０
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； 韓 龍 鱒 § 鞭も 蝿
ﾀﾝﾁｮｳ 4F4-A2W 揃上刊酬:蝋蛎職

勅力帥リ
舘軸l網

ｶﾓ】 4F4-A2W 揃上櫛鋤:鯛､鮒
物鮒抑

笠榊鋤くうし 諏禰献調くうI

ｺﾘｶﾓﾒ 4下 4-A(2 鋪と御鋤:鯛噸職
そ鋤帥！

笠獅剥く孔 駄剛搬棚〈孔

ﾂバメ 41 4-A2)- 蝿と御鋤:蝋､澱上
そ跡飾り

笠勅榊くうI 蝋@ようす

ﾂバメ 41 4-AI2- 鋤上御難:蝋蛎職
御赫加

強鯛細くうI 猟@よう1

ﾂ ﾒ 41 4-A(2- 蛸こそ､醜:鋤凋職
そ跡帥リ

盤削鋤く訓 駄剛雛測〈靴

ﾂ1 414-A2)- 抽上御醐:鋤0§職
そ赫帥リ

主潮mi

ﾂ1 4下 4-A(2)i 鋤こそ､職:蝋､醜上
そ鵬帥リ

蕊軸l報

ﾂ； 4下 4-A{2i 蛸と御蝋:鋤､醜上
細＃肋リ

imm

ﾂ） 4下 4-A(2i 鋤と御醐:蝋､醜と
櫛赫抑

笠勅〈引 鋤”〈と！

ﾂ） 4下 4-A21 強と御酬:蝋､醜と
そ@抄抑

卿舘靭〈孔

ﾂ〕 4下 4-A(2)i 蝋と櫛醐:碗'朝と
初力肋’

強靭1＃

ﾂ） 41 4-A2h 鋤と櫛醐:蝋､鞠と
そり赫加

すずしく勅て 靴と蛇郡よ』

ﾂ ﾌ 4ド 4-A(2H 蛸こそ､鞠:碗､朝I
御赫柳

蕊榊〈孔,＃ 碗や伽@ようす

ﾂｽ゙ 4ド 4-A(2W 鋤こそ､醜:碗0醜｜
櫛加抑

棚生調

ﾂ ﾒ 41 4-A2H 鋤と櫛戟:削り醜’
約力帥リ

報と生謝

ﾂ ﾒ 414-A(2W 鋤こそ､鞠:蝋､醜I
勅＃肋リ

報姓諭

ﾂ ﾒ 4下 4-A2W
ー 蛸こそ@鮒:蝋､船’

約抄わり
報と笠#

ﾂル 4下 4-A12)V 蛸こそ､糊
そ､跡柵

碗､戟I 報姓鋤

ﾂﾒ 4下 4-A(2W 鋤こそ@職:蝋，醜上
そ､加わり

報姓鋤
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期うガ

－

泌沸

脆郭よう，

討砿5う力。

’
一
一

5う

－

－
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関 髄 １

Ａ
頭

■
■
ユ
毎
口
■
■ 魂 モ

ー

ロ 11
■■

(ｲﾗｽﾄ)<i15 属

§槻 57 露 雪〃上【**ツノアヨ！ 弱呪

瀞;|､溌剛､蔀し蝿う鯛
鴫純柵融描.<で鴨搬
ﾘﾎ樹べたりして､瀧Lよう,／ビ
脆鰯鴫飢↓緋/縦し抑5

ｶ。

獣、 31 鯉 雌帥祖ﾘｶﾓ； 鯛@謡軸陶いて＃
熱り‘

瀞Ⅲ､雌剛､激し鳩5猫
鴫純柳郎悩｡近くで鯛猷
り蕨郭油して､藤しよう,/i
腕鯛鴫脚跡,/寵して蝿
10

蔀1 31機 瓢秘ﾕﾘｶﾓ】 鵠､鶏珊切1噸
菰り‘

鯛2:蝋峨うて
初て誠ことを郭：

削ようす前

｡／髄うて』

〈雌批淀邸輔輸。

§桶 16鯉 瀧鴎戒ﾂ；

識噸縦ﾂ刈調 §柵 17 鯛 識に雌 笠灘ロ

脆く鞠榊鍔X塊1 開、 31槻 識吐&ﾂﾒ､ｲﾗｽ’

蔀曾 57鯛 鞭願す§ﾂ！ 顎蝿

帥I 57識 説輔耐&ﾂ】 顎呪

g網 57槻 識で髄;8 鯛鯛､ﾂﾐと敵！
鯛う〃よいI

恥靴出§ 群I剛驚ﾂﾒ淵6糊
〈軸メ

棚組 15 蛾謎帖

㈹0紘覗5油〈勅1
L訓乳間

輔臓 45蝿 醗吐5 剛助ｺﾗ』

m m
う力

鱒飾ようて肋醐でしよ 舗版 56 腿 醸吐§

欲棚瀧胸泌蝿〈秘乱〈
う力

紘秘とﾂﾒ醐飛ﾋﾒ
ﾋー 瀧馴部揃う和：
対

聴禰
Ｆ
Ｄ
Ｓ 蝿 醗峨& Wよ#

撚秘とすう抑描く加
淀ﾂﾒ蝿ﾋー §侭融が

粒うていく

報酪
p

l ㈱ 黙群

鵬咲ﾂﾒ銅6油13 謂職＆
″
ｑ
Ｑ 瞳紬 卵砿

馴融卵うて談ﾂﾒ（
。
涯
廿

謂職社 52 蝿 醐帥槻 1箱脆ﾋル

圏掘縦蝿リ 箱M蝋 52 瓢 雛くり期 l鞘蛎ﾋル

1期､上j 謂職＆ 52 親 欺鴫目 l箱脈ﾋル

縦ぅ好ﾂ） 箱職＆ 52 棚 釈黙 1帽0まとめ

2朋りこj 謂醗蝋 52 閲 醜聞力&嶋岡 1帽臓とり
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ーq■

〒－，
●

｡

ism－－－－－

槻@よう浦罰よう侭鋤して罰

蝋淀棚､敷畷酌よう恥てす

翻りよう郷@よう噸伽て誠

亘紳弧､熟↓灘@よう爾副

鱗馳/をとり

舘馳臨蛎熟乳よう

舘軸儒鋼飢乳よう

うして蝿協う．
き汎耐よう6

/0

肋りょうす郡@よう便難して誠

脈胆
●

開@ようす@ように難して鉄

誌雛/壮ル

'@馳嘘頃

鋤秘瑚軸甜@ようす&郡J

鋤泌噛榊甜@よう托郭よ

-24－

肘 字 鵠 露K§
配 ■ ー

阜爾
．
『
１

I
ヨ名

41 4-A(2)- 錦上剥醐:鯛噸股
そ跡帥リ

鞭上舘＃

ヒヨド’ 41 4-A2;- 蝿と御躯:槻､鋤上
そ赫肋リ

霊馴緬〈孔 槻鈍うす

ﾋヨ 41 4-A2- 揃上勅躯:鯛@鋤上
勅赫わり

笠鋤鋤〈孔 訪蝿鰍湖くうi

ﾓヌ 41 4-AE2)- 鋤と制鋤:榊縮職
そ赫帥リ

蕊軸細〈孔 槻@よう？

ﾓス 4下 4-A(2). 揃上剥態:槻槻職
御跡加

館馴榊〈孔 鯛@ようす

ﾖｳﾀ： 41 4-A(2>- 鋤こそ､職:猟､鵡上
そ嚇帥リ

笠馴〈孔･＃ 醐測削ようす

ｮﾜﾀｮ 4ド 4-A(2)i 袖と剥躯:翻り鋤と
勅鋤わり

綱強＃

ｮｳﾀ： 4F4-A12i 抽こそ'職:槻､鋤と
そり#帥リ

鯛生調

#ミ 4ド 4-Al2)1 蛸こそ､雛:伽0鋤上
そ跡帥リ

強榊1年I

ﾂﾐ 4ド 4-A(2)i 蛸こそ0瓢:蝋@澱と
そ脇測り

蕊馴〈訓 動切くあ

ﾂﾐ 4F4-A(2h 鋪上側醜:伽@鮒上
物鮒抑

蕊榊〈訓 卿”<勘

ﾂﾐ 41 4-A2W 蛸こそ､戦:鯛､醜上
そ赫帥リ

軸笠$

ﾒ［ 41 4-A(2H 強上側醜:蝋'職上
そ赫肋リ

盤榊1鰯 硫幅紳蹴

ｽ） 41 4-A(21 袖と御翻:鋤､鮒上
そ鋤帥9

舘榊棚〈肌 蝋@よう1

ｽﾒ 4ド 4-A(2H 蛸上側鞠:朔0鋤上
そ鮒帥！

鋤舘馴〈孔

ﾑｸドﾘ 4ド 4-A(2W 職:蝋'鮒上 笠榊細〈孔 蝋@よう1

ﾑクドリ 41 4-A(2H 鋤上物鯛:蝋､職I
物赫b1

館糊榊〈孔 鋤りょうオ

ﾑクドリ 4下 4-A2H 鋤こそ､職:伽､鞭I
そ”帥！

館鋤1報

ｺﾉﾊｸ 4」 4-A2W 鋤上細蝋:蝋0鮒
そ跡帥リ

強靭〈孔‘】

ﾂル 4上 4-A(2W 強と細醐:削蝿駁
そ､力帥リ

報姓舗(¥I 蝋@よう1

ﾂ ﾒ 4上 4-A2W 鋤こそ､職:蝋､職I
櫛赫わり

鞠姓鋤時） 蝋@ようす
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二二二二

脆郭よう

ご測溺う＃｛

礎謝よう

て蝿協う力

－－

;よ沌､軟瀕

脆蔀よう‘

焼郭よう‘

｜
う

う

q■■■■■■■■■■■■■■■■■
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闇 識
画
■
０
０
６
。 桶 顎(ｲﾗｽﾄ)噸’

コ
宅
ｊｉ

劇画へ刷剃 謂職＃ 52 槻 識榊輔 l帽砿ﾋル

m2:m醜うて鳥りょうす蘭
加て誠ことを評§,狙恥て』
<喋胤晩期蝿鋤

＝ 守 e q

鱒2:蝋鯛･て

－－

罰商売

初て歌ことを罫§,椙壷〉て』
<哩胤鳩跡榊ル

§樋

曹湘

§蝿

17

30

16

願

－

顛

一

鰯

ｶｷ韻ぺ§ﾋﾖドﾘ 縦して砿り競嚇
顎猟職

X始砿さ鎖べ§ﾋﾖドﾘ｜淵馴とし勅ﾋﾖドﾘ

許旅館礎＃すﾓズI

ﾓ帽喋り調 §蝿 17 蝿嚇 舘鯛日

縦ﾂﾒ粒ぅ鯛鄭
網とﾊｸﾁｮｳ柾峨榊i

棚り跡､卿砂賊奴
械うて<*

報鴎 31 願 刺恢顛

謂職&
伊
ｑ
も 鯛 緬上で紬/ｲﾗｽﾄ 柵照としてｶｯﾄ鍬

鯛

蝋燭うて〈鵠 謂職& 〔
巳 鯛 椛焔/ｲﾗｽﾄ 棚職

舗菖 59 蝿 ｶｷ赫赫fcﾂﾐ 剛ﾂﾒと融L焔う
＃よい，

即靴陥； 棚ﾎ畷て識べ抑メ 禰臓 15 熊 馴難”〈

即靴h； 鋤ﾎ畷て熱べて峡 鯛繊 15 龍 棚難”〈 ｲﾗｽﾄ〃

#噸うて〈硯 謂蹴牡
〃
Ｌ
Ｑ 鵬 称t§/ｲﾗｽﾄ 獅職

鶴3:樋踊り鮒ﾙ虎蝋硬
して､御碍翻べ5，／融飲

蝋輔測う＃‘

§樋 54 雛 ｳﾒ蝿醗す§ﾒﾛ

額2:蝋碗って､肋ようす諭
加穏縦上鰯べ6．／肋うてよ
<噌談峡腿い抑，

舗箇 17 龍 ｶｷ紬べ&ｽ） Mとして腕り競り蝿
顎測紳

1帥髄硯6糊＃よ<;
§上8刺申で卿↓て蝿

禰砿 45 姫誰鮎 鋤馴ｺﾗﾑ

鶴2:鯛耽うて､則ようす諭
加て§雌上を郭&｡／髄うて』
〈恩縦恢馳胸柳

舗曾 11 開 ﾑｸドﾘ純れ

ﾑｸドﾘ@削訊 舗曾 11 槻 鞭赫 舘澗月

舗菌 58 蝿 刺椛雌

§､弼揃碓舗剛腕も砿
い脈しよう

ﾌｸ0ｳ僻目@よ派卿

うて油脆協馳帆＃
報醗 43腿 細紘賎

畷4:ﾂﾒ砿A紅と乳抑§
オ

畑綱、 I 剛 溌くわ期ﾂﾒ

鶴4:ﾂﾒ§ﾙ紅上乳抑；
力0

旭綱ロ I 剛 蝋隅ﾂﾒ
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表1二ﾞ92ﾉj、学校王里禾斗

テーマ

で5羽禰罰調砺子称了

勘あ蝿軸甜@ようすを郭よ

勤泌州髄翻りようす縛噸
う。

－

■

ﾂ測械ﾘ

ﾘﾒ好Wて

ﾂﾒ好散

澗州庭瀬帽紳強､祷

砺輔鹿瀬幅紳蛇､瀞

仙卯う姓調蛎伽儒

蝋Ⅷ生鋤蛎伽軒

E0馳嘘頃

”剥帽頃

揃剛
蝿

韻よく甜す袖､頃よく

Iﾊﾜﾁﾖﾜ4M4-C12)7鯛と稲:8期0細蹴|頚卿ポ ｜細醗

-26－

脇 掌 頒
閏
日弓

、

刑

■や巳一

見応 封路
ﾂバメ 41 4-A12)-i 甥と剥職:蝋噸職

そ榊帥！

輔 姓湖 I 猟'よう？

ﾂパﾒ 4上 4-A2W 猫と湖鯛:鋪､鋤
そ赫鋤リ

鞠姓諭(1) 蝋@よう才

D

x 4上 4-Ai2M 甥と剥鋤:鋤0洲
御赫桃

繭と蕊adt! 鯛@ようす

弧メ 4上 4-A12H 揃上剥鋤:蝋噸駅
そ赫鋤リ

擢鯛〈孔 雛緬

メ 4上 4-A2m 蛸と剥錨:舗鴫職
そ獅肋リ

強馴〈孔 動W§こう

ｳパメ 4上 4-A2m' 蛸と湖鞠:猟噸職
そ赫帥リ

笠榊〈孔 動W§あ

ﾂパﾒ 4上 4-A2K 蛸と刊鵡:欄噸職
御”抑

敬繍〈軸て 郭砿錨くよう

ﾂバメ 4上 4-A(2W 蝿と櫛鯛:鞠帽灘
そ赫鋤リ

§<勘て 鞠と強爵くよう

ﾂバメ 4上 4-A2)-.' 揃と剥職:翻り鋤上
御跡柳

§<勅て 認と璽錨くよう

ﾂバメ 4上 4-A(2 鋤と測鋤:鯛噸澱
そ赫姉！

強制〈孔‘＃ 笠鯛ようす

ﾂバメ 4」 4-A(2)- 揃と剥噸:鋤､醜上
そ赫帥！

館鋤〈孔‘＃ 強靭ようオ

ツバI 4」 4-A(2- 鋪と剥醐:蝋0鋤上
御鮪b1

強制〈孔･】 舘馴印よう1

ツパ】 4」 4-A2)- 蛸と御鞠:蝋､朝上
砂跡加

荊生洲

ﾂ） 4」 4-A(2)i 鋤と御醐:鋤､酬上
そ跡飾り

卵生調

ﾂ） 41 4-A2i 強と勅珊:削り鞠上
ﾓ榊飾り

肋館＃

ﾂ） 41 4-A(2i 鋤と勅酬:蝋､朝上
そり＃”リ

恥舘＃

ﾋﾖド’ 414-A{2)i 蝋とそり鞠:猟'鞠上
そ鵬帥リ

蕊軸<5l

ｵｵﾙI 414-A(2)i 鋤と御醐:鋤､酬上
そり＃飾り

蕊馴〈孔‘】

ｽ） 4上 4-A2i 鋤とそり醜:蝋､醜上
そり跡抑

笠鯛〈机 鋤肘溌I

ｽ） 4上 4-A2i 鋪と櫛珊:蝋@醗と
そり跡抑

舘鯛〈肌 動W配り

ｽ） 4」 4-A2)i 揃こそ､蝋:伽､醜上
御力肋リ

舘馴〈孔･I

ﾌｸ01 4」 4-A(3H 鋪こそM:A漁ﾋヨ
股赫鋤I

A*と瀧
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銅ぺ乳よう

鰯べ乳よう
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０

態4:ﾂﾒ側と鑓乙と批祁｛
1《

焔ﾎ寵

－－■ﾛ毎

焔綱曾

3:

33

鞠

－

鞠

叛瀧す酌ﾊ）

識柵節6W(）

i

I

一

鴨3:ｳ齢勅託摘#睦

螺翻べ§
－－－－－口●一一■■■■

蚕弱り儒鵠f源~；

盤軸濡1
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調べ乱蕊
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鰍ら術醐柵‘退く駁“う
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wj伽
①0●噌脳

当
身
■
■
■
巳
●

夕
存
》

、
寺
浄
．
一

●
今
Ａ
Ｌ

Ｆ
眺

一
．
〒
：

賊＃<描繊ﾒ鴫力

純籍て雛徹諒

3

焔ﾎ顕

－一●一口

鯛撒

扇砺一一

鯛拙

鯨蕊

56

3

31

39

5

鞠

一
鰭
一
鞠
一
蝿
一
鞠

堅醜ぅ郷湖§

磯峨I

廉獅

諏瀧/ｲラスト

一 一 一 一 一 ・ ‐ 一 一 → － － ‘ ． 。 ． －

■－‐一・●一画

－“

－

難うぐ§ Mよ＃
i

ﾂ湖上蝋館〈宵うて、

願離り蝿械認

鯨醸 33 鰯 具櫛瀧 I的錘

ﾂ湖上焔鵡〈育弧

馳離肱馳掩す

恋蕊 33 鰯 鋤！ .り‘

蝋うてきて､踊り謹一

Itメ

敵
甑

報醗
■b

:I 鰯 蝿！

W 鞭醗
■p

:I 職 mm

約泌舟触蝿う柵協うガ 碗K溌感ﾂ幼瀧 報醗 37 鰯 脈､瀞

今範U@てﾂﾒを賎 謂職I 11 観8ﾖ/mi 獅畷

報蹴1 34 櫛 鯉/ｲﾗｽ’ 恥蝦と灰ｶｯﾄ蹴
鰯

鼠､ヒナ噸べ雛やうて峡 霜職＃ 41 朝 雛廊/ｲﾗｽI 肋畷

W,鋤申剛ぅとして賊 謂職1 41 黙 観8ﾖ/ｲﾗｽI 棚畷

甑I 45 瓢 肪賊謎縄ﾋﾖド！ 勘よう拘馴01m

§､砺蛎碓湖剛純も”
い鞭I′よう

ｵｵJWやｽ刈ように､；

<､馴紗過醗§て菰
謁

報醗 42 Wリ ﾎ蝿側！

盤赫瀬醜うて､好＃蕊舵
う力いく削よう

聯鵬､雛剛 §柵 44 瀧 朝棚闘

蕊赫預はうて､軒’蕊＃ビ
う肌らべ乳よう

雨鵬､溺城調 稲戯 44鯉 盤､削吐うて熊！

昼､弼揃碓湖剛ん紬棚
い鞭しよう

ｵｵﾙﾘやｽﾒ@ように､；

くり郎勅彊跡けて蔀
謁

報副 42 蹴謎蝿

7ﾀﾛｳWﾀﾁは､凝釧
､Wﾈﾐも偶､畠強I
食べ§

謂職＃ 49瀞 ﾈﾐをくわ池 ｲﾗｽﾄ

龍@よう硯ｽ§郷うしてで泌
､協う

謂職＃ 34熊 触滅瀧嫌も勘加て､』

卿Kﾊｸﾁｮｳ鮒Aで柵

韻としてｶｯﾄ蹴翻

/駁蝿必甜肋I’
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一－ ､ 一■‐

一 －－－ー①－－

－－ －一

ーﾛーーー

－ －｡.■■■■■ － －

－

伽猟も巧加よう崩す鋤赫
うう＃

－

統勧賊鮫生誠､ビ腕働瀞
罰筋う。

腕､跡，芯誠､ビ縄､瀞
勤泌う．

－

鯛蛎ｽﾋﾒﾌ

－

蝋蛎ｽﾋﾒﾌ

－

版撒瑚軸柵と灰

帖帆塊勘鋤翻

蝋噸べ砧､欲靴j欄瀞

醗帽鈍割
溌鮎柵

縄馳剛､多

－28‐

名
挙~

子牛 樋 葛隔 鞭も
●

ー

土I禦一
ﾝ羊〉

ネ沢メ

4下

ー－

4下

4-C2W i聯と霜:謹鋤細翻
○

4-C2W
ー

聯上霜:龍嗣加馴

ﾎ･ﾎ･ﾎ蕊

ﾎ棚くり

加卜

－｡●一一≠一一一一

§鋤軸瓶
－－－－－･－－ー－

§くり

ｵｵﾊ好ﾖウ 4下 4加卜 加ト 肘
おド’

ﾀﾝﾁﾖ●

ｱｵ恋

胡ゼミ

ﾂバメ

4下

4上

4上

4上

4上

4ｶｯﾄ

4ｶｯﾄ

4ｶｯﾄ

4加卜

4ｯﾄ

ｶｯﾄ

ｶｯﾄ

ｶｯﾄ

ｶｯﾄ

ｵｯﾄ

蕊

肘

懸I

髄･熊

髄
ﾂバメ 4上 4ｵット ｶｯﾄ 髄
ｷジ 5上 5-A(2)7 蝿と勅識:難勘熟

捕り
齢触 猟確誠餓

ｶｲﾂﾌ゙ﾘ 5F5-A37 鋪上御難:A雛綱
；

蝉槻破恥よう 鯛破細&う

ｶｲ蝉り 5F5-A(3)ア 袖と刊麹:A雛鶴
§

Aや蝋砿細よう 鯛嫉札よう

ｵシ 5下 5-A(37 揃上櫛繊:A雛綿
；

僻猟砿ﾙbよう

ｷジ 5下 5-A(37 蝿と御競:A雛紬
；

猟紬0胤蹴 鯛破細よう

ｷ》 5下 5-A(3)7 鋤と御難:A雛細
；

猟もAt)紬伽 蝋嫉恥よ＃

ｺﾓ 515-A(37 袖と棚醜:A0融輔
§

蝋上AR胤倣

ﾀﾝﾁｮｳ 5上 5-A3)7 蝋こそm-.K0雛蛎
；

鋤上A峡ﾙ財 朔砿腕談蛾溌

ﾀﾝﾁｮｳ 5上 5-A(3フ 鋤と御職:A雛縮
；

鋤上A砿A伽

ツパ！ 5」 5-A(3フ 猫上櫛繊:A0雛幡
；

鯛とAC鮎伽

ツパ； 5」 5-A(3): 蝋こそm-.h*雛輔
§

鯛とA砿A肋

ｶモ 51 5ｶﾂ’ ｶｯﾄ 朋
ｶﾙ1 51 5ｶﾂ’ ｶｯﾄ 説
ﾀﾝﾁｮｳ 51 5ｶﾂ’ ｶｯﾄ 麹
ｱｶﾐ 51 5ｶﾂ’ ｶｯﾄ 説
ｱｶ号 5T 5ｶﾂ’ ｶｯﾄ 卿
ﾏ1 5」 5ｶﾂ’ ｶｯﾄ 目；

：側 61 6-A(3- 鋤ﾋﾓtt:Aとして猟
榊職上､鮪加鰯べ§

AR鯛と劇 AtiR

ｵﾛﾜｼ 61 6-A(3- 蛸上刺戟:Aこして嶋
榊職上赫鈍り鰯ぺ§

A目と蝋 一生鮒蕊碓献！

ｵｵﾜ〕 6T 6-A(3). 強上棚職:Aこして蝿
榊戟上､跡沸を郭§

A上鍛 鱗駄駄しよ

ﾁｮｳﾝ瓶 6ド 6-A(3)． 蛸上側職:Aとして蝿
瀞戟上鮒帥ﾘを郭§

ﾑﾋ自＃ 蝋と駒と跡帥リ
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蹴雌謙勧
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篤と触謙鋤

一

一

－

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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雌りぅ〈
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蟻
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誠
釦
凋
凶

亀
頭 目|：棚 票;lｲﾗｽﾄ>蕊 剛 熊

一一一』■■■■■■■■一今一一一一一

一一●争一一

甑§

報鴎

畑綱3

焔鴎
鯛鮒

畑ﾎ鴎

甑闇
焔ﾎ鴎

43

5〔

雲
白
目
や＃

欄

欄

欄

燕

鯉

鯉

瀧

龍0噸職うて臆ぅ賦ﾝネ

蹄/ｲﾗｽﾄ

蝿秘打ﾊ好ﾖラ

細上諭〈＄

顎湖繊ﾝｽ

刺撒t§
碓雌
ー凸。

繭 3応ツパ）

ｶｯﾄ

ｲﾒｰ/髄洞

頭縮

顎蝿
一一一

『
詞
嘩

今
吻

蓉
風
雲
（

種
斗
．

顎輔

畑ﾎ鴎 鞠 醗節卿鯛 顎輔

諭:§砿舗婚凝議腕ヒ
ル拘伽縦､耀諭勘融簿
§

学調荊 31 鯛 8と＄ 鯛鋪と卑施糊珊
伽ライオン､ニリトリ
ー｡

鮒糊鯛灘めい輔鮒 §蝿 45 職 ｻ
ハ 託鋤賊9紬ｲ灯り

髄鋤馴灘めい勧舗 曹捕 45 鞠 ｶｲﾂﾘ､薪

評てみよう:醗鮫$と測淵
だく繭も柵恥#､評て純

§柵 52 鯛 紬ぺう 砿ｵｲｶﾜ帆7

畑網： 51 欄 8脚て帆I 鯛蛎と糊融､鮒
,砿ﾗｲｵﾝ､シカ､ウ
鞘

旭綱！ 51 ㈱ 皐御ていI 猟眺と阜蛎卿馴

砿ﾗｲｵﾝ‘シカ､『
開

やぅ翻よう:耐ﾋﾙ棚帥陶｛

咽勘ﾏ郭よう

鯨雛 66 擁 卿上鍬ぐぺア $軸瀞’

伽雌泌鋤儒鯛熱よう 鯨翻 60畷 職6餓飛上』

葱翻 60鯛 職子溌

執よう:融上&上A好も州
鮫にﾙ輔い脳跡

鯨翻 67澗 恥軸I

執よう:融と§とA好も雌荊
力加A蝿Ⅷ蝿＃

鯨罰 67鞠 鋤ﾋﾅに鮒

稲M1 隣 馴輔/ｼﾙｴﾂ’

畑東鯛 職 紅､ｶﾙ前ﾓ軒

m 櫛 蹄

報醗 鞠 黙醗藤馳

報醗 割 勲醗騨瓢

m1 蝿 細上り：

柵い弛鯛0鋤雛と鋤餅を
郭てみよう

謂職1 54 鮒ｲﾗｽI 伽加
ｽト

”綿

翻鮒雌雄槻刷ようkして生
泌鋤嘘髄とうてい鋤協う＃

報副 47槻 賊蝋としてmとしてｲﾗｽﾄ
謝↑

砿ﾗｲｵﾝやへ駁

翻州灘つい頂く雛凱て跡
飾り卿を郭翻よう

禰鮒 65 願 細鞭雛食べ6 砿ﾋﾏ胸靴瀬01
性鯛0群

伽､食べ雛ぅ鞭評よう 禰鮒 64 願 掲噸焔
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テーマ

::票:票
跡罷泌

蝋館ぺ§砺欲浦､翻創
獣職しよう。

猟館べ馴融雌測､鯛創
駄戦しよう。

鐸脈姓Wうし､ぅ聯！

鐸脈姓雛うし帥輔！

-30－

鞭 学 髄 …
ｒ
ｌ
ｌ ￥ ､鰯1 ＃

ﾀﾝﾁｮ 61 6-A3i 甥こそ081:Aとして鵬

榊鋤と､力帥りを郭§
Aと鮎§よ 鯛と#鯛よう

ﾀﾝﾁｮ《 61 6-A(3H 鋪上物鋤:Aﾋﾚ棚＃
鮮職上跡帥り錨くる

A上目＃ 騨猷雛しよ

ｷﾄ 6下 6-A(3)4 強と刊職:Aﾋﾚて嶋

齢職と脇飾りを郭5
A甥と§鋤脳よう 蝿の<孔とホ

ｶﾜｾﾐ 6下 6-A3H 抽上初戟:Aとして噸

聯鞠上り鮒抑鰯べ&
AR甥と§鋤ﾙ趣う 自動糖ようを剛せつ剛よ

ｱｶﾗ 6下 6-A3H 儲と御難:Aこして蝿

瀞鋤上赫鋤ﾘ鰯くる
A@甥と自動臆よう 自動縄よう誠いぅ剛よ＃

ﾒｿﾑｼｸ， 61 6-A3)-f 鋤と棚職:Aﾋﾚ棚
緋鞠と､鋤加繍べI

A上甑 槻と鯛とり”抑

ｼｭｳｶﾗ 6下 6-A3H 鋤上棚鞠:Aﾋﾚ側

誹戟と鋤帥9噸べ｛
A甥と§鋤ﾙきよう m<孔鶴諏躯鯛翻

ｼｭｳｶﾗ 6F6-A(3W 鋪こそm-.hと灰鵬
誹瓢上0赫抑を郭；

A上醗 槻と鋤と跡肋リ

ﾒﾛ 6下 6-A(3H 捕こそMl:Aと灰蝿
榊鞠と､力帥塊郭§

Aと鯛

ｶﾗｽ 6下 6-A(3W 蝿と勅秘:Aと灰鋪
榊醐と”帥り網べ§

A<D韻と鯛 A鯛と伽M聯鋤と赫帥リ

ｶﾗｽ 6下 6-A(3W 鋤こそm-.Kとして暁
榊戟と､赫加郷I

At繍上醜 A鯛と§蛎瀞駒と鮒飾り

ｶﾜｾﾐ 6下 6ｶｯﾄ ｶｯﾄ 認
ｷｾｷﾚｲ 61 6ｶﾂ’ ｶｯﾄ 目M
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蒲砺同一

､鮒､駒耀

§・朗純剥

3，鯛純翻

－

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

-31－

蝿 菰
ふ
頭 目 淵 写 卜)卿’ 龍

A組U》鯛と鞠胤､蕊
ﾋﾎ紬上Kして､瀞i職

<＃飾りあって笠てい§

鯨醗 5§ 槻 ﾀﾝﾁﾖ州翻 拠訓鯛胤

碗鯛瀧つい輪べW蝋して”
帥卿曜郵翻よう

稲脳 66 龍 雛撤§ 砿ﾋﾏな靴覗f
鋤馴写り

揃醜と勘よう跡帥
加跡誠勅よう，

丈8綱8 51 期 縦肺ｷﾄ 施伽fl(島輸〈ても
よい!？

焔綱§ 願 難郁紬ﾜｾﾐ 蝿､ル嘘子(餓顛
/ｵｲｶﾜ）

畑綱8 鞠 触媒噸ｱｶﾗ 棚､鮒岬嘘刊
鯛餅ﾂﾏﾛｼｬﾁ1
.）

蝋輪べ瀧卯て郭よう 禰離 64 瀧 融をくわ認 ?も？と鮒鳩秘よい

Aや伽蝋帽澱､瀞轍鮒わ
り鋤うて強て脇

靭郁雛手跡り、
初と上を､、
ミズ翻よう。

鋤脚閣､陥りもりもり
鞭､もと鉄欄､§瀕
伽濃恢f測収上侭
秘 1

旭綱§ 5§ 鞠 ｲﾓﾑｼ媒噸ｼｭｳｶﾗ 曳鍍ぺ淵/砿ﾈﾐ
額べ§ｷﾂﾈ

蝋輪べ靴ぅ脈郵よう 鯛鮒 64 鱒蝿

勘網秘@よう鯛帥肪って
蝿､協う

禰雌 61 願 ﾂｷ0献賎 砿ｱﾘ､カブﾄﾑ洲
､顎

ｼｶﾋ削蝋上跡帥り ｼ加離す砿鍬べ猟
ｼｶ蛎髄卯耽と上もI
、

｛

謂職杜 62 熊 ｼ旅うぐﾆを郡： 捌醐輪瀧鋤ｻ：
1i1

ｼ加帖と峡鋤うし赫帥り 謂職＆ 62 蝿 鋤翻り軸ｲﾗｽﾄ/ｽｶﾝ
ャ

ー

旭綱8 蝿 椛鰯

畑綱8 槻 50肱鰹
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表2二ﾞ92^1、学校王里禾斗

一
副
脱
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

’

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
’
１
一
一
一
1

■■■■

※①､②・・・はカットの数値です

－32－

願 ｆ
３
３
Ａ

3年

ｶｯ

ﾄ

輔
鴎
３

報
3

稲
鮒
３

榊
観

旭
輯
額

願
翻
３

41 4年
A2

4年
A3

4年
C2

4年

ｶｯ

ﾄ

鞠
朗
４

剛
4

翻

舶
4

舗
醗

胡

輯

84

藷
雛
４

5年

ツパ） 4341 、 ４ 11 I 1 50 』

ｵｵﾊ好ヨウ(ﾈﾊﾀﾁｮｳ蛤も） 12 10 、 I
４
Ｊ 1 1R 1

ｽ） C
u

〔
己

ｄ
４
ｑ

０
４

４
０

ﾀﾝﾁｮｳ
炉
〃
ら ’ ＠ ＠ 1

●
‐
も

ﾏ1 2
４
４

飼
司
曲

ゲ
ｄ
Ｑ

ｑ
Ｊ

ﾗｲﾁｮ：
Ｆ
Ｆ
凸

■
Ｐ
ｂ

１
０

ﾋﾖド！
■
■
凶

■
■
ｈ

８
０

ﾂﾐ 4 4 1
『

I

。

」

ネカ1 2
Ｊ
４
＆

ｷジ
げ
ｑ
も

ﾌｸ唾 1 ’ 2 1

加セ ‘ ＠
ｱｶﾗ

Ｒ
ｊ
■

ｮﾜﾀｫ 3 3
ｇ
ｄ
ｇ

ﾒ［ 1

ﾑｸド！ 3 3
ｇ
‐
も

ｶｲﾂﾘ
１
．

ｵｼド！ 0 、
ｵﾅ筋モ 2 2

ず
』
＆

ｺﾘｶﾓﾒ 2 2
ｇ
ｊ
＆

ﾓズ 2 2
〃
４
９

ｼｭｳｶｮ

ネカラス

ｶﾙ派

ｺ打ﾓ

ﾄビ 1 ］

ｵﾛﾜｼ

ｵｵﾜう

ﾁｮｳﾝ瓶

：ツル ］ 1

ホカモメ0ｲ輔 1 1

ｷﾄ

ｺﾉﾊI ］ ］

ｱｵI 】 ＠ ＠
ｷｾｷい

ﾒｿﾑｼｸｨ

ｵｵﾙﾘ ］ 】 1

ﾝﾝ 】 1

月 1 】

』 1 1

髄

斡船計(#） 110 99 1 3 ＠ 17

斡朋合(X]
コ
マ
ｑ
凸
■ 7466 1 2 ＠ 12

釧騰卿瞳(#）
Ｐ
Ｄ
Ｑ （ 2 0 0 2 1 0 110 ＠10 23 1535 18 9 17

鼻#醗劇 1日割合(％ 3 〔 0 0 1 1 0 74 、 7 1510 24 12 6 1

釧胴閲 t(l 4 〔 0 0 2 1 0 2621 1 3 ＠ 7 8 7 16 6 4 10
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教禾斗書統言十処 王里

-33－

勾
禰
“
１
伊
引
Ｑ

５
Ａ

51
ｶッ

ト

輔
剛
５

報
5

稲
臓
５

削
甑

畑

綱

85

弱
翻
５

6年 6年
A3

6年

ｶｯ

ﾄ

報
鴎
６

訓

6

禰
雌
６

剖
卸

畑
報
談

砺
穎
６

ｶツ

トヨ
雛6
&(fl

卿

百牌
(％

報
鴎

報 稲
鮒

榊
箇

畑
魂
曾

砿
懸

剛
銚
＃

４
１ ＠ 4§ 3G 4 l】 6 1 9 6 6

＠ 12 7 6 1 ］ 2 6
●夕 9 （

１
Ｊ 3 2 3 4

４
４ ＠ 6

『

I

0

． 2 ］ ＠ 7
Ｉ
ｑ 3 ］ 3 3

、 6 ＠ 6 』
０
１ 1 2 1 4

。
‐
Ｑ

■､

:I
“
■
Ｐ
４
一
■
■

“
：

4
ｄ
４ 1 2 ］ 3

＠ 《 ＠ 3
ｄ
４ 1 1 3

2 1
０
１ 3

０
１ 1 2 2
０
１ 1 2 2

０
４ 1 、 1R ＠ 3

’
４ ］ 2 2

＠ ＠ 1 1 ＠ 3
ｄ
４

４
４ ］ 2

3
０
４ 1 2

１
’

“
０
．
口
日

1 1 3
０
４ 】 2 2

3
。

。 3

2
４
１ 2

q

d 2

1 1 ＠ 1 1 ］ 2

2
ｑ
ｄ 2

q

」 2

2
q

」 2

2 2 2
ｑ
ｌ
ｄ 1 ］ 2

2 2
０
１

ｑ
ｌ
ｄ 2

、 ＠ 、
ｑ
ｌ
ｄ 】

1 1
q

」 1
q

」 1

1 1 1
､

■

q

■

1 1
副

」 1

1 1
ｑ
ｌ
ｄ 1
q

ld 1 1
ｑ
ｌ
ｌ
ｄ 1 1

1 1
罰

」 ］ 1
q

」
。

■ 1

＠
q

l■ ］ 1

1 、 ＠ ＠
。

」 】

1 1
q

J 1

1 1

’
q

d ］
４
Ｊ 1

4

」 ］

1 1
４
１

“
■
ｌ
ｊ
－
■ 1 1

10 6 11 15 ＠ ＠141

7 8 1】 10 、 ＠ I00

＠ 2 1
d

1

Q 3
０
・
ｑ

１
０ 11 ＠ 1

。
ｲ

q （ ［ 6 1 ＠141 1§ 21 244028 15

8 1 1
４
４ 2

４
１

d

q 12 ＠ 1
０
１

ｊ
卿

Ｒ
ｕ 4 1 ＠ 100 1〔 1〔 1627 19 10

6 6 1 1
d

q

q 2
０
１

d
l

q 1 12 ＠ 1
０
１ （ 〔 5 1 ＠
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表S二ﾞ92理禾斗教禾斗書一里予鳥種突頁委女／ｲ牛数

－34‐

種名 3年 4年 5年 6年 総掲載数
(件数1

割合

(％）
ツバメ 43

ｇ
ｊ
● 45 30

ﾊｸﾁｮｳ（*ﾊｸﾁｮｳを含む） 12 12
ｐ
ｌ

スズメ
串
四
四 9 I

タンチョウ 2
ｇ
ｑ
も 2 7

１
９

マガ モ 2
団
剣
、 6 ４

‐

ライチョウ
■
貝
ｂ

■D

tl
ｇ
ｃ
ｑ
ロ
ロ

ヒヨドリ
Ｐ
Ｄ
Ｑ

■p

:I

■
■
一
．
《
■
句

ツグミ 4 4
８
４

＊カモ 2 3
。
’

キジ
ク
ｄ
も 3

０
４

フクロウ 2 3 ０
４

カワセミ ’ 2 3
０
４

アカゲラ
Ｊ
ｊ
■ 1 3

０
４

ジョウビタキ
胡
司
己 3

ｊ
４

メジロ ’ 1 3
９
４

ムクドリ
餌
ｄ
④ 3

９
４

カイツブリ
ゲ

4 2 1

オシドリ ’ 2 1

オナガガモ 2 2

ユリカモメ 2 2 1

モズ
１
． 2

シジュウカラ 2 2 1

＊カラス 2 2 1

カルガモ ’ ］ 1

コガモ ’ ] 】

トビ ］ 1

オジロワシ 1 ］ 1

オオワシ 1 】 1

チョウゲンボウ 1 ］ 1

＊ツル ’ ］ 1

＊カモメの』 中閉 ’ ］

キジバト 1 ］ 1

コノハズク ’ ］ 1

アオバズク ’ ］ 1

キセキレイ 1 1 1

メポソムシクイ 1 ］ 1

オオルリ ’ 】 1

ペンギン ’ ］

巣 ’ 1 ］

息 ’ ］ 1

骨1
』
頂
■
■
■
■

1 ］ 1

拳‘ 昌矧 合言 （牛 5 110 17 11 149

琴 ．
ヨー 弱I割合（％） 3 74 12 1】 100

琴 。手獄
二垂一・一 ■

可塑頬濁 h

4 26 10 1： 41
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表4二ﾞ92王里禾斗孝文禾斗書一才旨導ロヨ容汚I』一覧

※①､②・・・はカットの数値です

－35‐

脇 3*3年

ｶｯ

ﾄ

“ 4年
A2

4f
A3

１
２
４
Ｃ

4＃
カツ

ト

5年 5年
A2

5年

A3

5年
ｶツ

6年 6年
A3

6年

ｶｯ

ﾄ

ｶツ

トヨ
雛W

閲(＃
蘭）

醐箪
(％

具 1

＆ 1

側 1 ］ 1

ﾝ） 1 1

ｶｲﾂﾘ 2 2
が
〃
凸 1

ｵｵﾊﾀﾁｮｳ(ﾈﾊｸﾁﾖｳ蛤も） 12 10 ＠ 0 12 7

ネカモ
Ｆ
１ 】 、 ＠

■
■
、
■ 2

ｵｼドﾘ 0 】 】 ＠
伊
４
名 1

ﾏﾓ
Ｆ
１

ぴ
ｑ
Ｓ

げ
。
、 ］ ＠ ＠ （ 4

ｶﾙﾓ 】 、 ＠ ’ 1

ｺガﾓ ］ 】 ’ 1

ｵﾅ棚モ
‘

。

同
４
Ｆ
■ 1

ﾄヒ ’ ’ 1

ｵﾛﾜｼ ］ ］ ’ 1

ｵｵﾜｼ ］ ］ ’ 1

ﾁｮｳﾝ瓶 1 】 ’ 1

ﾗｲﾁｮﾘ
１
０

■
ｐ
Ｌ 3

ｷジ 3 ］ 2
げ
ｑ
も 2

ネツノI ’ 1

ﾀﾝﾁｮ！
８
１ 、 3 2 、 2 2 ＠

伝
ｊ
“
０ 5

ﾕﾘｶﾓﾌ
０
１

Ｆ
１ 1

ネカモメのｲ’
h一

'臓
副

」 1

ｷﾄ ］ 1 1

ｺﾉﾉW 1 1

ｱｵｸ
ｑ
１
１
ｄ ＠ 、 1

ﾌｸ01
８
１ ’

ぴ
ｑ
ｑ 2

ｶﾜｾﾐ 1 ＠ 2 ］ ＠ ＠
ゲ
ｑ
Ｑ 2

ｱｶﾗ ： ＠ 】 1 ＠
ひ
ご
も 2

ﾂ ﾒ 4341 ＠ I 2 ＠ 45 30

ｷｾｷﾚｨ ］ ＠ ＠ 1

ﾋﾖド！
I
q

１
０

Ｆ
ひ
巳 3

ﾓズ
０
１

０
１

ざ
ｊ
凸 1

ｮｳﾀｷ
二
■
－
０
－
■
『

雲
■
Ｐ
４
．
■
■

げ
ｑ
も 2

ﾂﾐ 』 。 4 2

ﾒｿﾑｼｸ可 1 ］ 1 1

刺ﾙリ
q

■ 1 1

ｼｭｳｶﾗ 2 2
ぴ
〃
凸 1

ﾒﾛ
q

」 1 1 ］
ｒ
・
も 2

ｽﾒ
１
．

一
ｇ
ａ
Ｑ

C
u 6

ﾑｸド！
“
ロ
０
－
■
『

。
●
ｑ
｛
■
『

ひ
ご
巳 2

：ｶﾗﾝ 2 2
Ｊ
ｊ
凸 1

蓉船計(#） 110 99 3 ＠17 1 10 ＠17 15 ＠ ＠149

箕朋§(%）
●
ｑ
Ｑ 7466 ’ 2 、12 1 7 ＠11 10 、 ＠ 100
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表ら二ﾞ92ﾉ』、学校王里禾斗

爾
砺
5

■■■■■■

2
一
一
一

2
－

■■■■■■■■■■■

－

■■■■■■■■■

－

－

■■■■■■■■■

■■■■■■■■■

■■■■■■■■■

■■■■■■■■■

－

－

－

－

■■■■■■■■■

－

－

－

■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■

，雷■
1

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
５
－
３
’
３
－

※①､②・・・はカットの数値です

－36‐

躯 3年
A3

報
酪
３

報

3

鞠

拙
3

酬
醗

胡
緬
齢

願
額
３

4年 鞠
醐
４

報
4

測
紙
4

訓
顛

大旧

輯
84

弱
翻
４

53輔
副
５

範
Ｐ
ｂ
Ｑ

翻
舶
５

馴
醗

畑
細
部

ﾂパフ 4： 4 i: 6 1 5 4 2

ｵｵﾊｸﾁｮｳ($ﾊｸﾁｮｳ総む i: 1 6 1 1 IS ］

ｽﾒ 9 1 3 2 3

ﾀﾝﾁｮ（ 2
へ

0 1 3 ＠
ﾏ択

１
． 2 3 1 1 1 ］ ＠

ﾗｲﾁｮ《 5
■D

RI

ﾋヨドリ 5 5

ﾂﾐ 4 1 2 1

お 3 1 2

ﾌｸ81 1 2 1 1

ｶﾜｾﾐ 1 、
ｱｶ弓 2 ＠
ｮﾜﾀｷ 3 1 2

［ 1 1 1

ﾑｸドﾘ 3 3

ホカ1
０
４ 1 I ］ 、

ｶｲﾂﾘ 2 2

ｵｼドﾘ 1 ＠ ］ 1

ｵﾅ筋モ
４
４ 2

]ﾘｶﾓﾒ
０
４

。

．

ﾓズ
０
４

４
４

ｼｭｳｶﾗ

ﾈカラフ

ｶﾙ瓶 1 、
ｺ打ﾓ 1

ﾄヒ 1

ｵﾛﾜｼ

ｵｵﾜｼ

ﾁｮｳﾝｳ

ﾈツハ
q

」

ｷﾄ

ｺﾉﾊｸ

ｱｵﾉﾛｸ ＠
ｷｾｷﾚｲ

ﾒｿﾑｼｸ1

ｵｵﾙﾚ

1ｶﾓﾒ、仲闇
ﾝﾝ

1

＆ ’

髄
鈍鵬側

~ 瞳(#） 5 2 I I
Ｊ
４
名 ’ 0 110 10 23 15 35 18

ｇ
ｑ
Ｑ 11

d

4 1
4

6

d

q

６
ｑ
、

舗瀧
画I

翻伽合(%） 3 ］ I I ’ ’ 0 74
グ
ー 15 10 24 12 1 11

d

ld 1
。

．

４
４

’
４

一

A秘99 剛
函 11) 4 】 I I

Ｊ
４
ｇ ’ 0 26

Ｐ
ｊ
■
８ 8 7 16 I ｊ

‐ 1〔
“
■
‐
Ｉ
Ｉ
Ｊ
■ 1

ロ
ロ
１
－
■
一
『

０
４

９
４
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孝文禾斗書一会社二易IJ一覧

■
一
■
■
■
■
ｑ
ｑ
■
■
■
■
ｑ
■
■
■
。
■
■
頃
■
■
●
●
ｑ
■
■
■
●
■
■
■
ｄ
ｑ
ｄ
日
ｄ
ｑ
■
ａ
■
ｑ
。
。
ｑ
■
二
日

－37‐

6年 報

鴎
6

報
f

獅
舶
６

鯛
節

胡
報
瓢

砺
額
６

ｶｯ

ﾄ計
翻砺
§(｜
）

醐箪

(％
謝
鴎

報 稲
脳

謝
園

丈E

報

§

砺
翻

剛
鈍
＃

＠ 45 3（ 4 1］
Ｆ
１ 11 9 6 6

＠ 12 7 1 I 2 1 6
C
､ 6 1

ざ
ｑ
Ｑ

１
剛 3 4

１
‐ 1 1 ＠

■
ｊ
■
■
■
Ｐ 5

ｒ
ｑ
Ｌ 3 3

、 f 。
４
１ 1 4

■
国
■

０
１

■p

:I I
■
■
‐
■

ｄ
ｏ

．
』 1

4 2 1
ｒ
ｌ 3

ゲ
ｑ
も 2 1

Ｉ
’

ｄ
雲
４
９ 1

■
‐
■
凶 2 1

１
’ 2

１
． IS ＠

ゲ
ゴ
色

０
４ 2 2

］ ＠
炉
剣
巳

０
１

４
４ 」 2

銅
『
＆

４
４ 1

６
４ 2

1
伊
司
処

４
４

１
． 2

炉
ｑ
Ｌ

４
４

１
Ｊ 1

＠
炉
ｑ
、

４
４ 1 ］ 3

Ｐ
，
■ 1

１
● 1

＠
Ｐ
，
ロ 1 1 2
f

4 1 2 】
ゲ
〃
＆ 1

１
● ］

ぴ
〃
由 1

ｊ
● 1

2 1 ］
■
ｊ
Ｄ
ｒ
■ 1 】 2

2 2
ゲ
ノ
＆ 1

１
１ ］

＠ ’ 1 ］ ］

’ 1 1 ］

’ 1 ］ ］

’ ’ 1 1 ］

’ 1 1 ］

’ 1 1 】

’ 1 ］

’ ］ ’ 1 1 ］

’ 1 1 ］

、 ’ 1 1 ］

’ 、 、 ’ 1 1 ］

’ 1 1

’ 1 1 ］

’ 1 ］

’ 1 ］

’ 1 ］

’ 1 1

’ 1 1 1 】

17 3 6 0 6 】 ＠ 14< l§ 21 24 40 2815

12 ’ 2 4 0 4 ］ ＠ 100 1〔 1* 1 27 19 10

13 2 6 0 5 ］ ＠
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表e二ﾞ92理禾斗教禾斗書一里予鳥のイテ重力一覧

－38‐

種名 移
動

運
動

休
息

求
愛

採
餌

就
眠

繁
殖

咽
り

鳴
く

合計

ツバ＞
d

4

q 12 1 2 42

ｵｵﾊｸﾁｮｳ（*ﾊｸﾁｮｳを含
む）

I 6 12

スズメ 4 1 1 ］ I

タンチョウ 2 1 2
９
１

マガモ
一

０
４ 3 I

ライチョウ 4 1 I
q

ヒヨドリ 4 1
１
０

ツグミ 2 2 』

キジ
ｄ
４

d
q

q

フクロウ 2
ａ
ｐ
ｑ
Ｑ
■

カワセミ 2 ］
■
■
一
．
一
■
『

アカゲラ 3
。
■
１
－
■
『

ジョウビタキ 2 】
■
ロ
ー
■
可

メジに 2
。
‐
９

ムクドI， 2 1
０
’
９

カイツブリ 2
０
４

＊カモ 2 ｄ
４

オシドI， 1 ０
４

オナガガモ 1 ．
。

ユリカモメ 1 ０
４

＊ カラス 1 1 。
。

カルガモ 1

コガモ

トビ 1

オジロワシ 1

オオワシ 1

チョウゲンボウ 1

＊カモメの仲稽 ’

キジバト
コノハズク 】 ’

アオパズク ］

キセキレイ ］ ’

モズ 1 ’

メボソムシクイ 1 ’

オオルリ : ’

シジュウカラ 】 ’

＊ツル 〔

ペンギン 1 ’

巣 1

鳥 0

骨格 0

合計 23 ］ 1 46
０
４ 22 39

二
口
ｑ
●
『

1

． 131

割合（％） 17 1 1 33
q

l■ 15 28
０
４ ： 101
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表7全国野鳥生息状況

1978年繁殖期

種名生 息メッシュ数

1988年越冬期

種名生息メッシュ数

ス
ス

ー
フ
一
フ
一
フ

ス

カ
ガ
ワ
ラ
ギ

ガ
リ

イ

ロ
ス
ト
ウ
リ
ト
ル
メ
ガ
ト

メ
ソ
ヒ
レ

ジ
イ
バ
ユ
ド
メ
バ
ボ
ラ
キ
ラ
ス
サ
マ
ト
ロ
鳥

ブ
オ

オ
グ
ジ
ジ
ョ
ズ
ッ
シ
ワ
ズ
シ
オ
ビ
セ
ゲ
ケ
ブ
ヤ
ホ
ジ
夏

ホ
ウ
キ
シ
ヒ
ス
Ｓ
ハ
カ
モ
ハ
Ｓ
卜
キ
コ
カ
ヤ
Ｓ
Ｓ
メ
はＳ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
皿
皿
皿
咽
Ⅲ
阻
陥
Ⅳ
肥
凶
洲
＊

ス
ス
イ

キ

ラ
ラ
ラ
レ
カ
イ
タ

ガ
ガ
カ
キ
ワ

ダ
レ
ビ

リ
ソ
ト
ロ
ト
ウ
ミ
ラ
キ
ス
ウ
リ

セ
ヒ

ド
ボ
メ
ブ
ジ
バ
ュ
グ
ロ
ラ
ガ
シ
セ
ギ
イ
ヨ
ド
ラ
鳥

ョ
シ
ズ
シ
オ
ビ
ジ
ジ
ッ
ズ
グ
ワ
ナ
カ
ク
サ
グ
ジ
ク
ゲ
冬

上
ハ
ス
ハ
ホ
ト
キ
シ
Ｗ
モ
セ
カ
エ
Ｗ
八
コ
ウ
Ｗ
ム
コ
はＷ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ
ｕ
皿
阻
皿
蝿
岨
Ⅳ
岨
畑
加
＊

６
８
９
９
１
１
１
０
５
０
６
９
２
７
４
７
３
３
４
１

０
６
４
０
９
０
９
０
３
４
０
６
５
４
３
７
９
４
１
８

８
７
５
４
３
１
９
９
８
７
７
５
５
５
５
４
３
３
３
２

２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

６
９
４
７
２
４
８
１
６
２
５
８
２
６
８
０
４
６
４
４

９
，
１
１
９
２
１
１
０
５
１
８
５
４
３
０
０
５
４
４
０

８
７
７
６
６
６
５
５
４
３
２
１
１
１
１
１
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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躍議蕊蕊溺鰯

オーブンクレイを使った野鳥のブローチ作嘩

オーブンで加熱すると固まる粘土があります。

これを使って、野鳥のブローチを作りましょう。

【準備する物】

●オーブンクレイ（オーブン陶芸粘土）

〈問い合わせ先〉

株式会社アート．アンド・クラフト

〒542大阪市中央区南船場2-12-2

TEL.06-241-5115FAX.06-251-2637

東京でしたら、渋谷の東急ハンズ（4階陶芸用

品売場）で手に入ります。オーブンやホットプ

レートなどで加熱すると固まる性質を持っていま

す。クレイとは英語で粘土のことを言います。

値段は、無色のものが125g(7.5cm×6cm×2cm
=90cm3)で800円くらいです。色のついたものは

少し割高になります。

色は、白・緑・青・紫・黒・黄・燈・赤・ピン

ク・茶など、いろいろあります。初めは、各色が

少しずつそろったセットのものを買い求めるのが

よいでしょう。上記の色に無色を加えた11色の

セット(125g,7.5cm×6cm×2cm=90cm3)が

'㈹0円くらいです。

このように、

値段はちょっと

高めですが、作

るのがブローチ

ですから、それ

ほどたくさんの

量は必要としま

せん。

オーブンクレ

イは、各色のも

のを混ぜ合わせて、いろいろな色を作り出すこと

ができます。しかし、混ぜれば混ぜるほど色がに

ごってしまうのは、水彩絵の具などと同じです。

ほどほどにしなくてはなりません。従って、いろ

いろな色のクレイを用意しておいた方がよいで

しょう。その意味では、11色のセットなどは手軽

でよいと思われます。
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着色のためのセットもあります。赤・黄・青・

茶・緑・黒・白の7色セットで1200円くらいで

す。適当に混ぜ合わせて希望する色を作り出し、

それを無色のクレイに混ぜ込むのです。

無色のクレイにアクリル絵の具や水彩絵の具を

混ぜ込んでもいろいろな色を作り出すことができ

ます。着色セットの場合と同じように、あらかじ

め絵の具で希望する色を作り、それを無色のクレ

イに混ぜ込めばよいのです。

●画用紙、トレーシングペーパー、鉛筆、消しゴ

ムなど

野鳥の形の図案を書いたり、図案の形をクレ

イに写し取るのに使います。

●カッターナイフ、へらなど

切り取ったり削ったりして、クレイの形を整

えるのに使います。

●アルミ板

厚さ1.5m位のじょうぶなものがよいです。ク

レイをオープンに入れて焼く時に、クレイをの

せる皿として使います。四隅をペンチでつかみ

やすいように折り曲げておきます。

なければ、厚手のアルミホイルやグラタン用

のアルミパックで代用できます。

●ペンチ

熱〈なったアルミ板をホットプレートから取

り出す時に使います。

●ブローチ用ピン

長さ25面皿のもの（大）が5本で1㈹円くらい。

長さ20mmのもの（小）が5本で90円くらいで

す。

普通のブローチなら小さいものの方がよいで

しょう。

●接着剤

焼き上がったクレイにピンを取り付けるのに

使います。瞬間接着剤が手軽に使えてよいで

しょう。

●ホットプレート、オーブントースターなど

クレイを焼き固めるのに使います。温度調節

機能が付いているものがよいです。



【作り方】

★ステップ1ブローチの図案を考える。

1.作りたい種類の野鳥を選び出す。

粘土で色や形を表現するので、細かな模様や複

雑な形の種類は避けたほうがよいでしょう。例え

ば、小さな班点がたくさんあるものとか、羽根の

重なり具合が細かいもの、羽根がぼさぼさ立って

いるものなどは、オープンクレイで表現するのは

難しいようです。従って、色の組み合わせが比較

的単純でしかも見栄えのするものを選ぶようにす

るとよいでしょう。

このことを考えに入れて、図鑑や写真集などか

ら適当な種類を選び出します。ここでは、例とし

てカワセミを取り上げます。

2.図案を画用紙に描く。

選び出した野鳥を、ブローチにした時の形を想

定して、原寸大の図案を画用紙に描きます。

あまりにも細かい部分は、省略したり単純化し

たりして、多少の変更を加えるとよいでしょう。

線は、ブローチの色や形を決めるためのものな

ので、はっきりさせる必要があります。ラフなス

ケッチのままでは、形を決めることはできませ

ん。

また、配色の仕方もいっしょに考えます。

大きさが適当であれば、写真集や絵などをその

まま写し取ってもよいで

★ステップ2オーブンクレイで形を作る。

こわれにくいブローチにするには、ある程度の

厚みが必要です。しかし、色のクレイを大量に使

うのでは費用がかさみます。そこで、まず、無色

のクレイで土台を作り、次に、色のクレイを薄く

延ばしたものをそれに貼りつけるようにするとよ

いでしょう。
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1.ブローチの土台を作る。

(1)クレイの板を作る。

無色のクレイをこれて、板を作ります。板の厚

さは、作るブローチの大きさにもよりますが、小

さめのものなら5lTm、大きめのものなら8mmくら

いにします。あまり厚すぎてもブローチが重くな

りすぎますし、あまり薄いとこわれやすくなりま

す。大きざは、図案の外形よりやや大きいくらい

にします。

(2)図案の外形や線を写し取る。

トレーシングペーパーを裏返し、表に書いた線

を鉛筆でなぞります。

再び、トレーシングペーパーを裏返して、それ

をクレイに押し当てると、鉛筆の線が写ります。

(3)クレイを野鳥の形に

カッターナイフを使い、クレイの板を外形の線

に沿って、正確に切り取ります。クレイ上の線

は、各色の境界線ですから、次に色のクレイを貼

りつける時の目安になります。

2.色のクレイを土台に貼りつける。

既に土台ができているので、色のクレイは厚く

する必要はありません。

(1)色のクレイを作る。

配色の計画に従って、色のクレイを作ります。

希望する色の作り方は材料のところで説明した通

りです。

薄く延ばして厚さl～2mnの板にします。

(2)図案の形を写し取る。

トレーシングペーパーの裏側の線を鉛筆で再び

なぞり、それをクレイに押し当てると、鉛筆の線

が写ります。
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(3)クレイを切り取る。

クレイの板を、カッターナイフで、線の通りに

正確に切り取ります。

(4)土台に貼りつける。

配色の計画に従って、所定の位置に貼りつけま

倒髄○

幽’ ×

断面

このままでは、ブローチの周囲の部分の土台が

見えてしまいます。そこで、土台の角を丸く覆い

隠すようにして形を整えます。また、立体感を持

たせるように、各部分の厚みを調整します。

★ステップ3クレイを焼き固める。

オーブントースター、ホットプレートなどを

使って、クレイを焼き固めます。クレイの厚さが

1cm<らいまでなら、150℃の温度で10分くらいで

焼き上がります。ブローチ程度のものでしたら、

温度調節機能がついたホットプレートを使うのが

簡単ですし、仕上がりもよくなります。

1.ホットプレートをあらかじめ加熱する。

ホットプレートの温度を150℃に設定し、蓋をし

てあらかじめ加熱しておきます。

2.クレイをアルミ板にのせて、ホットプレートに

入れる。

150℃の温度で、10分くらい、蓋をした状態で加
熱します。

3.クレイを取り出す。

アルミ板の角をペンチでつかんで取り出し、自

然に冷えるのを待ちます。手でさわれるくらいに

冷えれば、後は水で冷やしてもよいです。焼き上
がったオープンクレイは、水に濡らしてもだい

じょうぶです。

-42
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ホットプレートが無い場合は、オーブントース

ターを使うことになりますが、温度調節に細心の

注意が必要です。特に、上下にヒーターがついて

いる場合は、必ず下のヒーターだけを使い、上の

ヒーターは切っておきます。直射熱を受けると、

クレイの表面温度が上がりすぎ、泡ができてしま

うからです。高温の空気の中で蒸し焼きにするの
がこつです。

そこで、クレイを入れる前に3～5分程度加熱し

て150℃の状態にし、スイッチを切って作品を入

れ、余熱だけを利用して焼き固めます。だんだん

に温度が下がってきますのでスイッチを入れます

が、温度が150℃以上に上がり過ぎないように気を
付けます。

★ステップ4ピンを取り付ける。

接着剤で、裏側にピンを取り付けます。

V

電

■以上で、野鳥ブローチのでき上がりです。

■デザインを工夫して、いろいろな野鳥のブロー

チ作りに挑戦してみましょう。
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蕊議蕊溌

鳥類目録を学校現場で活かそう

｢－かながわ野鳥ライブラリー2神奈川の烏

1986～1”1－」

日本野鳥の会神奈川支部発行頒価3側円

B5440ページ

「学校周辺にどんな鳥がいるのだろう」

愛鳥教育にたずさわる教師ならば、そんな疑問

を持つことがあると思う。愛鳥教育で地域の鳥類

相を把握していくことは、野鳥観察の教材研究と

して、また、野鳥及びそれらの生息環境の保護・

保全のためにも必要なことである。まして、転任

しようものなら一層考え思うものである。

野鳥に関して、ローカルな情報を手に入れるこ

とは、なかなかむずかしい。図鑑を手にしていて

も、その意味ですぐに役立つかと言うと、必ずし

もそうではない。

そんな時、自分の住む市町村単位の鳥類目録が

あると、野鳥の種類をしぼって見ることができ、

300も500種も載っている図鑑よりも役に立ち、初

心者にとっては特にありがたく思うものである。

これを基に、夏鳥や冬鳥などを調べていけば、

思ったより短期間で学区の鳥を確認することがで

きる。

また、野鳥に関してある程度詳しい人でも、目

録があればより早く確認できる。ポケットメモ的

扱いであっても、このような情報は役に立つもの

だからである。

その点、この目録は、一般的な目録よりも、デ

ータが細かく掲載されており、分布図によって頻

度も記されている。そして、どんな鳥がいつ頃ど

こで見られたかが記されているので、県内はもち

ろん県外の探鳥者にとっても、隠れた探鳥地案内

としての意味も併せ持っているのである。

また、それらのデータの中には、小学校の現場

でも参考にできる、データの集め方についての良

いヒントがある。それは、この目録を作るための

基礎資料となった「観察カード」の内容である。

2，3の記載内容を見てみると、

ヒヨドリの記録から
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・シュロの繊維をむしって運ぶ。

・牛舎に張ったクモの巣を口にくわえ、ホバリン

グしながら引きちぎって採る。

・オオシマザクラの花片をちぎり食べた。

・空中でサッカーボールが当たって落ち、死亡。

など、内容に興味あるものが多い。

「観察」と言っても、何がどこでどうしていた

という、できるだけ詳しい内容がわかったほうが

よいが、学校現場では、そのようなことを子ども

達に要求することは無理だろうと考えてしまう。

しかし、子どもは、遊びの名人であり、大人より

もよく物事を見ていることがある。特に、野外に

関しては、くさむらの中、林で、家の庭で、川で

と、場所は変わっても、そこに生きて動いている

ものに関しては、注意深く見つめ力がある。

そこで、それを活かした愛鳥教育ということも

考えられる。つまり、一人一人のデータをカード

に記入させ、それを集めて、資料を作り、情報と

して伝えることである。

神奈川の鳥の鳥類目録も一人一人の身近に見た

内容が素晴らしいローカル情報としてまとめられ

たわけであり、それを模したミニ版として、学校

周辺のデータを取りまとめることができたらすば

らしいことである。（今号「カードを使った観察

記録の蓄積」を参照）

しかし、学校現場では、資料冊子を作ることだ

けが方法のすべてではない。集めたデータを朝会

や校内放送で全校に伝えるとか、掲示板に貼り出

すなどして、一人一人のデータを大切にしなが

ら、それを全体に伝えていくことができる。どん

な些細なことでも集まると素晴らしい情報となる

ことを忘れてはならない。パソコンのデータベー

スソフトなどで処理することにより、地域の鳥類

相や鳥や環境の保全のために必要な基礎資料がで

きてくるのである。

特に、この目録の最後に出ている「行動別索引

1側」というのは、今までの鳥の見方、ウォッチン

グ観を1側％変えるものである。そこに何がいたか

が問題であった見方が、その鳥がどんなことをし



ているのかに視点が変わっていくのである。この

ことによって、鳥の生活を通して、自然を把握

し、人との共生を考えていくのである。中に書か

れている項目には、食べ物に関することでは、ゴ

ミを食べる烏、つぼみや葉を食べる烏、花びらを

食べた鳥などがわかるようになっている。これら

のことは、烏の種を多く見ることよりも、身近な

鳥の生活を見るということにポイントがおかれ、

初心者でも気軽に参加できるのが長所である。

いずれにしても、神奈川県鳥類目録を見て、現

場の教師がどう考え、どう扱うかということが大

切である。手にした資料をじっくり読み、ローカ

ルな情報をどのように活かすかという活用手段を

教師自身が考えていくことこそ、最大の利用効果

を生み出す要因となる。また、これからの教育で

は、そのようなことが多角的に行われなければな

らないと思う。

各都道府県の自然保護課や野鳥の会支部、地域

博物館などから、ローカルな鳥類目録が刊行され

ていることと思われるので、そのような資料の入

手を図ると共に、この「神奈川の烏」を手に入れ

ることによって、野鳥観察で壁に突き当たってい

た活動が新たに進んでいくのではないかと考え

る。

【週動】012.86.09.28.硬子区氷取沢市民の膏,林.1羽が葛8ながら上空を笈回し飛去.(矢衝立）
【迩動〕003.87.o4.22.滴川村蟻ケ谷.釦■､1羽が住宅域の上空を■心抵がら通過.(■田千代子）
〔運■】O”､88.04.2@.真固町真侭仰.明るい林.2羽"サクラの欄をﾋーﾘーﾜと大eな声で■8趣承ら移

動.(鹸原毎次）

【遍励】O"､88.”・'8.采区自侭観寮の轟・明るい林.1羽鋲■台ながら上空通過.(田丸昼夫･関根光和》
【麺】017.”､05.“･山北町大滝沢.山地の嚢林.1羽が上空を■g勉がら飛ぶ｡8．500皿(堀田修史）
【返励】018.”.“・'2.伊勇原市大山.山埴の草原.1羽鋲■.”0■で再きながら飛ぶ.(浜口哲一》
【運動】002.”.“､03.城山町川尻.現ろい林.嘆良1羽"ﾋﾜﾜと■息虹鋲ら慶目.(囲日且彦》
【遍勘〕001.”､08.'@.箱根町潮風山地の轟林,1羽がtW･上棚と男心江がら移助･8画くらいを限度で次

に々移酌していくようだ.＆”01《個日益彦）
【連助】008.91.05.12.大盛町東小廻高田公国.明るい林.1羽がﾋﾜﾋｻ■き芯がら上空を二宮方面へ飛び去

る.<府川憧崖）

[遍助】013.91.05.28.葉山町堀内他元山.林.1羽が自白ながらサクラの枝に飛来･(宕濁寿々子）
【遍勘】011,91.06.27.■沢市朗沼松が丘.市街地･1羽がt・ﾘﾘﾘーと周台唾がら西へ飛ぷ.(顔山貢生）
【運助】007.91.07.08.城山町城山湖.騨林.2羽が筒8趣がらスギ林上を移助.a､300■.(臼井厨之》

”5．ヒー房リBypgl”“G8■“r⑥Mn (ヒョドリ科）

全身ダークグレーで畑に茶色っぽい槙樋のあるムクドリよりやや大8な風。本腰には困昌として、
全喚に生恩寸る。偶体欺も多く賦寮の掴会も多い。1970年頃から壁殖刷に市街地に逸出するよ弓

、両函■ や 匪 不 で

ほい所が多く．
週室ぃ由宇［ｰﾋ■F1』の塁のmE

産噸ロ唾皿ロー捗画■ロ軒ロロ

日画llI同ロ魅どでば大醇の醒町

霞声

礎彦多
;蝿爵’。

輸云、、瀞

譲灘蕊
諜噛…

【驚殖1526.“､07.12.旭区左近山.銀藩.巣立ち■2羽が竃鳳に止まり餌をねだる.観寮者が窓から餓を
出すと.細興が40c哩轍れた手ずりに止まりこちらの樺子をうか解う･《上玉利浩一）

【繁盛】018.87.07.06.金沢区西柴.市街地1羽が庭木と支え樟を輪んであるビニール紐を体宣をかけて
乱皇にむしり取って連ぷ.毎年春の銘わりから7月初めに見られる行助で､特に白い紐かf好みのよう

－2”一
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溌蕊蕊議灘蕊蕊蕊§:蕊：

都市鳥研究会
常務理事杉浦嘉雄

都市烏とは、人工的な都市環境に適応して生活

する鳥類のこと。食性や採餌方法、繁殖場所やね

ぐらなど都市環境を積極的に利用している。スズ

メ、ヒヨドリ、ムクドリ、キジバト、ハシプトガ

ラスなどがあげられる。（唐沢孝一著「グリーン

ブックス110～野鳥小辞典」ニューサイエンス社よ

り抜粋）

都市鳥研究会は、この都市鳥の生態を明らかに

する目的で1982年に設立された。会員制をとって

おり現在の会員数は、約150名。年会費は2500円。

会員になると、会誌「URBANBIRD」が年2回配

布が受けられる等の特典がある。

身近な野鳥である都市鳥に関する調査や学習は

愛鳥教育にとっても重要である。特に、都市部に

おける学校や地域の愛鳥教育にとっては、欠かせ

ないテーマとなるであろう。

野鳥の種類や個体数調査などの量的なテーマを

探求するだけの愛鳥教育は、やがて限界がくる。

それに対して、身近な野鳥の採餌方法、繁殖の仕

方、ねぐらの特徴など、野鳥の生活を質的に探求

する愛鳥教育は、子供たちの自然の見方を重層立

体的にする効果があることは経験的に分かってい

る。「人工環境である都市と鳥との関わりあい、

人と野鳥が共存する方策」などを模索している都

市烏研究会の調査方法や成果は、野鳥の生活を質

的に探求するための愛鳥教育にとって大変参考と

なる。

会の成果としては、40以上の会報誌や、研究報

告書「全国主要都市の都市鳥1990（都市鳥研究会

編）」等があげられる。

この会への入会希望や問い合わせは、下記の事

務局等へ連絡すればよい。

【事務局】入会、その他の諸連絡

〒351-0l埼玉県和光市本町31-16-901

川内博氏宛

TEL､0484-62-7141

【会計】会費関係のみの問い合わせ

〒177東京都練馬区下石神井3－6－43

山根茂生氏宛

TEL､03-3995-7108

郵便振替東京5－170266都市鳥研究会
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臓灘鴬藩篭蕊蕊蕊職鶏載霧覇

｢かながわの烏図鑑」 ，神奈川県，1500円

常務理事平田寛重

●コジュケイ〃,""…,",",""",“I亭ジ卿’
昨年5月に神奈川県秦野市で開催された第46

回愛鳥週間全国野鳥保護のつどいの記念出版物と

して、野鳥の会神奈川支部が編集した図鑑であ

る。

この図鑑は、神奈川県内で観察することのでき

る219種（ほとんど県内で撮影）についての生態写

真、解説、分布図で構成されている。

この図鑑の特色は、神奈川でのその烏の分布図

が付されている点である。たとえば、ハヤブサは

どこに行けば見られるのかという疑問に答えるこ

とができる。また、ヒヨドリは県内どこにでもい

るとか、スズメは山の中にはいないとか、そう

いったことまでわかるのである。

また、生息環境別に構成されているので、街中

の烏や水辺の鳥、田圃の烏や山の烏というふう

に、どんな環境に行くとどんな烏が見られるかと

いうこともわかるように作られている。そして、

各環境の最初には、県内の探烏地の紹介もあり、

初心者にとっても使いやすいように配慮がなされ

ており、神奈川県で探烏する際のよきパートナー

となるに違いない。

その他、巻末には「野鳥と深くつきあうため

に」という章が設けられており、観察や調査の進

め方、傷病鳥の扱い、烏と人とのつきあい方な

ど、愛鳥教育に参考になることがたくさん取り上

げられている。

また、市町村別鳥類リストが掲載されているの

も、自分の住んでいる地域にどんな烏がいるのか

すぐわかるので、便利である。

この図鑑を手にした時、1500円という値段にし

ては、有り余る情報が詰め込まれていると実感し

た。

※入手方法ですが、2冊とも「日本野鳥の会神

奈川支部」で扱っています。申し込みは、郵便振

替横浜9－14993日本野鳥の会神奈川支

部まで。送料込みで目録は3310円、図鑑は1760円

です。

なお、「かながわの烏図鑑」については、神奈

川県内にある「有隣堂」で扱っています。

斑aザZ紙rL｢咽-QR中酷G＄9肥1拍芦安

薦最期に「ﾁｮｯﾄｺｲ､ﾁｮｯﾄｺｲ」とい

う特徴のある大きな声頭くキジの蝿体は

太っていて丸く､キジの唾より小さく､函の

チャボぐらしゆ大きさ｡全体に褐色で鳳L帽ijI

がある｡屑斑と酔央は宮灰色で、目の下か

らのど、首は赤褐色飛んだ時､尾の赤渇色が

目立つ｡本来の分布は掴岡部から色濁で日本

lこは狩猟鳥として輸入され放烏されたの力1画え

た｡ほuJから平！”林、市棚1唖公墨などで晋

週|こ見ら札散牙劾榊れをつくる。屠をつれた

家族91がよく孜寮される｡「ビﾖー ｣､｢ｺﾂｺﾂｺﾂjとも園き､地上を歩きながら掴諏〕
橿子や昆虫などを食べる｡全長27,Tb

,望
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騒謹雷

愛鳥教育と環境保全

愛鳥教育にかかわっていくと、自然保護の問題

にぶつかります。また、愛鳥教育の目的の一つと

して愛鳥思想の普及がうたわれており、それは結

果として、自然保護の発展につながります。今回

は、愛鳥教育と自然保護について、考えてみるこ

とにします。

自然保護に参加する過程においては、地域の自

然を理解するということが不可欠になります。

もっとも、これはまず、地域の自然とふれあう

（自然の中で、自然のものを活用して遊ぶ）活動

を通して、自然への感動・愛着が生まれところか

ら始まります。次に、科学的な知識を修得しなが

ら、地域の自然のしくみや生態系について学び、

それらを構成している生物の生息環境を把握しま

す。そして、このような活動の中から生まれてく

る、地域への愛着や地域の自然を残していこうと

いう願いが、結果的には地域（ふるさと）の環境

の保全につながるのです。郷土の誇れる自然を

知っておくことは、その地域性を正しく把握する

上で、最も必要なことであり、地域の文化の活性

化の基本になることでもある。

人が十人十色と言われるように、地域にもふる

さとにもそれぞれに個性があり、その個性を十分

に理解して活かしていくことが、長い目でみた場

合、そこに住み続ける人たちにとって福音をもた

らすのです。そして、そういった取り組み方がな

ければ、日本中どこに行っても、同じような、金

太郎飴みたいな環境をつくることにつながってし

まうのです。

自然保護と言いながら、程度の差こそあれ、自

然環境を破壊しながら、人は生き続けています。

そのインパクト・速度を最小限に抑えるために

も、自然との共生の感覚が、今後、ますます重要

になっていくでしょう。そして、自然保護ひいて

は私たちのくらしの将来を考える時、不可欠の要

素となっていくと考えられます。その自然との共

生の感覚の育成を愛鳥教育で行うには、どのよう

にしたらよいのでしょうか。

まず、子どもたちが、それぞれの地域におい

-47－

常務理事平田寛重

て、四季を通じて訪れる野鳥とのかかわりを持つ

ことにより、野鳥が好きになり、自然の中で過ご

すことに喜びを感じる子どもとして育っていくよ

うにしなければなりません。子どもたちは、その

かかわりを通して、野鳥たちが毎年やって来るこ

とを知っていきます。そして、烏たちが毎年来る

訳を調べ、鳥たちの生息環境を把握し、鳥を通し

た自然のしくみを学び、毎年来てくれるための方

法を考え、実践していきます。このような一連の

流れの愛鳥活動を通して、環境保全の必要性や実

践の方法を子どもたちの心に育んでいくことが大

切です。

学校教育の中では、とにかくフィールドに出て

野鳥を見ることを主要な活動として位置付けてい

くことが大切です。「烏を見て何になるんだ。」

という声に対しては、「鳥を見て、自然を楽しむ

心を創っていくのです。」と答えればよいので

す。自然を楽しむ心が育てば、環境教育はほとん

ど成功しているも同然です。本当に自然を楽しむ

心があれば、自然のしくみを断ち切るような考え

方は生まれてこないのですから。

神社や森、河原、草原、田圃などのフィールド

が学校周辺になければ、鳥がやってくる環境を校

内に復元していくとよいでしょう。やってくる鳥

たちを驚かせない観察施設を創れば、学習環境と

しても整っていきます。小さな自然環境の中で

も、生態系は生まれてきます。これに水辺環境を

意識して創り出していくと、さらに多様な生物を

取り込むことができます。これは、とりわけ自然

学習が重要な意味を持つ小学生や学齢以前の子ど

もたちにとっては、環境教育のための施設ともな

ります。

環境保全の考え方は、そこにある自然環境を知

り、その素晴らしさを感じることによって芽生え

てきます。その意味で、その土地への愛着や誇り

も大事なことです。このようなかかわりを小さな

子どもの時代からもたせることにより、身近な自

然を維持していこう、守っていこうと感覚的にと

らえていくことが大切です。今、ブームの環境教
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育的な様々な環境保全に対する取り組みや投げか

けでは、持続は期待できないように思います。対

症療法的な「・・・をしましょう。・・・はやめ

ましょう。」では、当座は盛り上がりますが、や

がては次のブームにつぶされていくのです。

では、烏の何を見ていけばよいのでしょうか。

はじめは、烏を見ることによる大きな感動を与え

ることが必要です。カモの仲間のように、体が大

きく、割と身近に見られる種類であれば、双眼鏡

なども場合によっては必要なく、子どもたちにす

んなり受け入れられることでしょう。そのような

環境以外でも、例えば、街中の環境では、ツバメ

の子育ての様子を間近にみることによって感動が

呼び起こされるということがあります。烏はいる

のだが距離が遠いという場合は、双眼鏡や望遠鏡

で距離を縮め、アップで見る事によって可能に

なっていきます。誘致施設を造れば、目の前で烏

を見ることも可能になり、感動をいっそう高める

こともできます。

騰議鰯蕊篭蕊蕊蕊調

鍔J磯
常務理事平田寛重

最近発売になった、野鳥に関するビデオ・CDを紹介します。

1．ビデオ

日本ビクタービデオ図鑑日本の野鳥上

〃 〃〃下

山と渓谷社北アルプスの野鳥

日本野鳥の会バーデイング

①バードウォッチング入門

②楽しいバードウォッチング

③森や林の烏

④ワシやタカのなかま

⑤草原の鳥

⑥ガン・カモ・ハクチョウのなかま

⑦絶滅が心配される烏たち

③庭や公園の烏

NHK(03-3464-5701)オオタカ子育て日記

〃悲劇の巨烏（アホウドリはよみがえるか）

関西テレビ放送編成事業部(06-315-2213)フクロウ

2800円

2800円

3500円

分
分
分

ワ
白
戸
、
〈
Ｕ

ワ
】
の
乙
４

3000円

3000円

4800円

4800円

4800円

4800円

4800円

4800円

3000円

8034円

9000円

分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分

０
０
０
０
０
０
０
０
４
０
０

３
３
６
６
６
６
６
６
４
５
６

2.野鳥の声のCD

山と渓谷社野鳥の声16OCD3枚組

〃 野鳥の声98CD

講談社野鳥の歌声（国内29種十国外10種）

主婦の友社CDブックバードソング150種

〃 〃 〃 2 4 8種

〃 〃 〃 3 4 0種

〃 〃 自然観察図鑑（蛙・蝉・直通類；

4400円

2570円

3300円

3300円

3300円

2980円

3300円
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むらの理科ことはじめ（14）

サルがでたぞ

秋も盛りの10月末、授業に出るため廊下を歩い

ている時、峰尾伸一がさっと近寄り、「先生、サ

ルがでたぞ。」と話しかける。思わず「ええっ、

本当か。いつ、どこに。」とたたみかけるように

質問する。私のいきおいに一瞬たじろいだが、

「ええ－と、昨日の午後、うちの裏にあるカキの

木にいたんだ。」「ふ－ん、そして峰尾の家はど

こだ。」には「裏高尾の荒井。」と答える。「そ

うか、裏高尾にもサルが来るんだなあ。」と話し

合っているうちに教室へとたどり着く。

始業あいさつの後、「荒井の伸一の家にサルが

でたらしいな。」には同じ裏高尾に住む一や吉夫

たちが声をそろえるように、「そうなんだ、俺も

見たぜえ。」と発言する。「私もここに来て10年

浅川地域（高尾山麓）でサルの話は聞いたことな

いから、珍しいことだなあ。」すると町田が、

「先生、そのサルはどこかの家から逃げだしたん

じゃあねえのか。」に対しては一が、「少なくと

も裏高尾にはサルを飼ってた家はねえよなあ。」

と仲間の方を見る。裏高尾の者たちはいっせいに

うなずく。「すると、やっぱり野生なのかなあ、

先生っ。」と来る。そこでひょうきんな悟が、

「高尾山のモンパラ（モンキーパラダイス・野猿

飼育場）から逃げてきたんじゃあねえのか。」と

つぶやくように話す。「俺たちもそう考えてすぐ

モンパラヘ電話してみたのよ。そしたら一匹も逃

げてねえって言うんだぜ。」「ひょっとすると本

当は逃げられたんだけど捕まえに来んのがめんど

〈せえから、逃げてねえって言うのかもよ・」の

金山発言には思わず皆笑いだす。「それはそうと

八王子あたりにもサルがいるのかよ・」と問いか

けたのは吉夫である。「さてそれじゃあ今日は少

しばかりサル談議をするかね。」には全員うなず

きニコニコ顔。

「5年ほど前、陣場山麓の駒木野沢にサルがい

たんだな。山仕事をしていた山下さんが言うに

は、《下を向いて切った木をまとめているとどう

も何かいるらしい気配がするので、仕事を続けな

がらそおっと上を見るとサルが一匹のぞいてるん

だな。もっとよく見ようと首を上げるとさっと葉

のかげにかくれちまうんだな。こんなことが何回

かあったな。》からすると陣場山から高尾へ続く

尾根すじには群をでた離れザルが何匹かうろつい
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副会長金井郁夫

てるらしいな。」「だけどサルはふつう群でくら

してんじゃねえのか。」は物知りの名畑である。

「そのとおり。八王子の山へ旅に来ている離れ

ザルのルーツは、陣場山から和田峠、生藤、熊倉

と続く笹尾根の北斜面になる桧原村なんだ。」

「へ－え、東京にもまだ村があんのか。」と感心

したように話しかけたのは茂美である。「そう、

東京に残るただ一つの村、だだし本土に限る。東

京から南へはるか1,0㈹畑の所にも東京都小笠原村

というのがある。」「それはそうと桧原にはサル

が何匹ぐらいいるの。」と話を引き戻してくれた

のは名畑である。「そうだな、今のところ三つの

群で合計120匹ぐらいはいるらしいな。桧原サル群

は江戸時代から小坂志（沢）の千匹ザルとして有

名だったんだ。」「ええっ、そんなにいたの。」

「いやこれはおおげきな数字で、明治から大正時

代に多くても3側匹ぐらいと土地の老人が言ってた

なあ。」待ちかねたように悟が「サルはどうして

離れになって旅になんかでるんだ。ずっと皆で一

緒にいた方が楽じゃねえの。」と質問する。「う

ん、いいところに気が付いたな。本当のことはサ

ルに聞いてみなけりやあ判らねえだが、少しばか

りこじつけてみるかな。」には「そうしな。」は

金山である。「サルの群にはボスという雄のリー

ダーが一匹いる。そのまわりには雌や赤ん坊それ

に子どもたちが居り、一番外側に若い雄ザルがい

て見張りをしているんだな。そうした見張りザル

の中からおとなになったやつが群を離れて旅にで

て、独りでの生活で苦労しながらりっぱな雄ザル

に育っては他の群に近付いて、そこの雌と仲良く

なり、うまくその群に入り込み、運がよければそ

こでボスになれるのかもよ・つまり、むづかしく

言えば血族（近親結婚）を避けて悪い遺伝子が強

化されて群が弱くなってゆくのを防ぐ自然の智恵

なんだな。」と結ぶ。「そう言う訳か。サルの社

会も厳しいんだな。」と感心したような発言は名

畑である。

その後1月に上野動物園での会合で高尾山サル

苑の前田さんに会った時、「去年の秋、おたくの

サルは逃げなかったですか。」と尋ねたところ、

「逃げてません。」との答を受けた。そして「そ

の頃サル苑のまわりをうろついていた野生の雄ザ

ルがいた。」との報告を受けた。
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事務局日誌
島崎 直 子

4／23（木）

常務理事会早稲田JSPB7名

5／9（土）

全国愛鳥教育指導者交流会兼研修会

秦野市図書館2F視聴覚ホール8名

5／9（土）

国際環境教育シンポジウム

秦野市文化会館小ホール9名

5／30（土）

全国愛鳥教育研究会総会

平塚市 博物館11名

6/17水）

常務理事会早稲田JSPB7名

7／22（木）

常務理事会早稲田JSPB8名

8／28（金）

常務理事会早稲田JSPB6名

9／24（木）

常務理事会早稲田JSPB5名

投稿案内
事務局

今年度も昨年度に引き続き、会員諸氏の愛鳥活

動の実践について、「愛鳥教育No.43」で特集とし

て取り上げる予定です。それぞれの実践に学びつ

つ、情報交換や相互交流の輪を広げていきたいと

考えております。

内容については、「愛鳥教育No.40」をご覧くだ

さい。愛鳥活動の実践記録が主体ですが、学校全

体の活動から、学年、クラス、クラブ、または、

国語の授業や生活科の取り組みなど、いろいろ考

えられます。学校ばかりでなく幼稚園や公民館、

子供会や自治会などでの活動などもあれば、愛鳥

教育の広げ方を考えていく上で参考になることで

しょう。どんな小さな活動でも結構ですので、ど

うぞ皆様、奮ってご投稿ください｡

宛先は、全国愛鳥教育研究会事務局までです。

FAX(03-3205-7863)でも受け付けております。

なお、移転に伴い住所が変更になっておりますの

でご注意ください。不明な点がございましたら、

事務局までご連絡ください。
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編集後記
諸般の事情から発行が遅れに遅れ、会員の皆様

には大変なご迷惑をおかけしてしまいました。ま

ことに申し訳ございません。現在、次号の編集に

取りかかっておりますので、今しばらくお待ち下
さい。

今年度から改訂小学校学習指導要領が完全実施

となり、それに伴い教科書も改訂されました。愛

鳥教育では、とりわけ理科がその主要教科に当た

ります。その観点から、常務理事の平田寛重氏

が、小学校理科学習指導要領と小学校理科教科書

の分析を行って下さいました。読み応えのある内

容だと思います。

私も1985年に杉浦嘉雄氏と共に教科書について

の報告をさせていただきましたが、平田氏の報告

を読んで、改めてこの間の状況の変化をいろいろ

な点に感じました。

学習指導要領や教科書の分析は、指導計画立案

や授業実践に生かされて初めてその意味が出てき

ます。常務理事会としても、平田氏の報告を受

け、小学校理科教科書についての座談会を、既に

実施いたしました。これについて、現在、とりま

とめを行っておりますので、近々、掲載する予定

です。

今回、平田氏も浜口先生も、パソコンのデータ

ベースソフトを使ってデータ整理をされていまし

た愛鳥教育に役立つパソコンの利用法といった

テーマも、現実味を帯びてきた感があります。

（杉田）

愛鳥教育No.41

発行人

発行所

住 所

電話

FAX

会費

郵便振替

印刷所

平成5(1”3)年1月31日

江袋島吉

全国愛鳥教育研究会

〒162東京都新宿区弁天町1番地

三河屋ビル3F

（財）日本鳥類保護連盟内
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3，000円

東京8－12442

祐文社
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愛鳥クイズ

【前回の解答】
A:ウミインコ、b:カワヒバリ、c:ウミセミ、d:ヤマガラス、e:カワシギ、F:ツバメシギ

(参考：日本野鳥の会日本の野鳥増補版）

【今回の問題】
今回は、フィールドマークの問題です。冬の雑木林で比較的なじみのあるカラの仲間3種、シジュウカラ・

ヒガラ・ヤマガラについて、下のイラストの3つの中から選んでください。双眼鏡で見たとき、横向きに止

まっているアップの部分です。止まった時の翼の白い模様で判断します。白い模様が何もない烏、1本の烏、

2本の烏です。さあ、3つの名前をあてはめてください。

A

何も見ないでわかれば、あなたは、しっかりと烏を見ていることになります。わからなかった人は、図鑑

で調べてください。

意外な見落としがあるものです。日頃の観察の甘さがでてきてしまいましたね。
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